
六
月
通
常
総
会
・
本
部
例
会
の

お
知
ら
せ

※�

会
員
は
午
後
1
時
30
分
か
ら
通
常
総

会
、
一
般
の
方
は
午
後
2
時
か
ら
の

本
部
例
会
か
ら
ご
参
加
願
い
ま
す
。

日
時　

令
和
2
年
6
月
14
日（
日
）

　

午
後
1
時
30
分
～
2
時　

通
常
総
会

　

午
後
2
時
10
分
～
4
時
40
分　

講
演

会
場　

北
と
ぴ
あ
9
階
9
0
2
会
議
室

交
通　

�

J
R
京
浜
東
北
線
王
子
駅
下
車

徒
歩
2
分
、ホ
ー
ム
最
北
端（
赤

羽
寄
り
）
の
階
段
を
下
り
改
札

口
を
出
て
見
え
る
高
層
ビ
ル

会
費　

会
員
二
千
円
（
当
日
入
会
可
）

　
　
　

一
般
三
千
円　

学
生
一
千
円

講
演

多
能
性
幹
意
識
の
誘
導
に
よ
る

超
能
力
の
覚
醒
と
シ
ー
タ
ー
波

の
脳
波（
i
P
T
意
識
）

　
　
　
　

講
師　

山
崎　

正
男�

氏

超
能
力
の
真
意
を
問
う
不
毛
の
論
争

は
、
古
今
東
西
続
い
て
い
ま
す
が
、
い

ま
だ
に
結
論
は
出
さ
れ
て
お
り
ま
せ
ん
。

そ
の
背
景
に
あ
る
の
は
科
学
的
根
拠
に

◎
事
務
局
か
ら
の
お
知
ら
せ

　

5
月
3
日
（
日
）
に
開
催
予
定
で
し

た
ス
ピ
リ
チ
ュ
ア
ル
研
究
分
科
会
は
中

止
と
な
り
ま
す
が
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ

ル
ス
の
感
染
拡
大
が
今
後
も
縮
小
し
な

い
場
合
は
、
6
月
以
降
の
本
部
例
会
、

分
科
会
等
は
中
止
に
な
る
可
能
性
が
あ

り
ま
す
。

　

遅
く
と
も
開
催
一
週
間
前
に
は
公
式

サ
イ
ト
、
会
員
メ
ー
リ
ン
グ
リ
ス
ト（
登

録
者
の
み
）
で
、
開
催
の
可
否
を
お
知

ら
せ
致
し
ま
す
が
、
一
応
開
催
日
前
日

も
公
式
サ
イ
ト
で
ご
確
認
願
い
ま
す
。

基
づ
く
エ
ビ
デ
ン
ス
の
欠
如
で
あ
り
、

そ
の
コ
ン
セ
ン
サ
ス
が
得
ら
れ
な
い
か

ら
で
す
。
し
か
し
な
が
ら
、
30
年
間
に

わ
た
り
超
能
力
の
解
明
と
い
う
命
題
に

取
り
組
ん
で
き
た
結
果
、
超
能
力
は
六

番
目
の
知
覚
機
能
で
あ
る
こ
と
を
発
見

し
、「
i
P
T
意
識
」
の
タ
イ
ト
ル
で

学
術
論
文
を
執
筆
し
ま
し
た
。

釈
迦
牟
尼
ブ
ッ
タ
は
、
2
5
0
0
年

前
に
瞑
想
に
よ
り
不
可
思
議
な
ビ
ジ
ョ

ン
を
体
験
し
、
そ
の
ビ
ジ
ョ
ン
を
「
悟

り
」
と
し
て
仏
教
の
開
祖
に
な
っ
た
、

ブ
ッ
タ
は
超
能
力
の
第
一
人
者
だ
っ
た

の
で
す
。

透
視
、
予
知
、
過
去
知
、
体
外
離
脱
、

今
月
号
の
記
事

◎
六
月
通
常
総
会
・
本
部
例
会
予
告

◎
事
務
局
か
ら
の
お
知
ら
せ

◎
御
寄
付
御
礼

◎
七
月
本
部
例
会
の
お
知
ら
せ

◎
事
務
局
か
ら
の
お
願
い

◎
事
務
局
か
ら
の
お
知
ら
せ

◎
十
月
第
29
回
全
国
大
会
発
表
者
募
集

◎
関
西
日
本
サ
イ
科
学
会
五
月
、
六
月

　

研
究
集
会
の
お
知
ら
せ

◎
第
40
回
宇
宙
生
命
研
究
分
科
会
予
告

◎
平
成
31
年
2
月
本
部
例
会
の
報
告
Ⅱ

◎
第
5
回
占
星
学
と
運
命
創
造
学
の
研

　

究
分
科
会
の
報
告
Ⅱ

◎
第
四
四
五
回
関
西
サ
イ
科
学
会
報
告

◎
第
四
四
六
回
関
西
サ
イ
科
学
会
報
告

◎
念
力
（
透
視
）
現
象
生
起
時
の
意
識

　
（
A
S
C
、
無
意
識
）

◎
地
震
の
動
物
予
知

臨
死
体
験
、
テ
レ
パ
シ
ー
、
テ
レ
ポ
ー

テ
イ
シ
ョ
ン
、
遠
隔
気
功
、
念
力
、
霊

能
力
、
霊
視
、
心
霊
手
術
、
特
異
効
能
、

透
聴
、
直
観
、
物
質
化
現
象
、
ア
ブ
ダ

ク
シ
ョ
ン
、
知
的
生
命
と
の
交
信
、
オ

ー
ブ
現
象
、
仏
教
の
悟
り
、
こ
の
よ
う

な
超
常
現
象
、
超
能
力
は
、
変
性
意
識

状
態
で
覚
醒
す
る
の
で
す
。
そ
し
て
、

多
く
の
人
が
超
能
力
を
覚
醒
す
れ
ば
、
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政
治
、
経
済
、
教
育
、
文
化
、
芸
術
、

科
学
、
医
学
、
ス
ポ
ー
ツ
、
音
楽
、
農

林
水
産
な
ど
さ
ま
ざ
ま
な
分
野
で
、
人

類
は
計
り
知
れ
な
い
恩
恵
を
受
益
で
き

ま
す
。
講
演
で
は
超
能
力
の
メ
カ
ニ
ズ

ム
と
覚
醒
の
メ
ソ
ッ
ド
を
分
か
り
や
す

く
解
説
し
ま
す
。

※
山
崎
正
男
氏
は
長
年
、「
サ
イ
」
を
多

方
面
か
ら
科
学
的
研
究
を
続
け
、
そ
の

成
果
に
よ
り
一
般
人
で
も
超
能
力
を
発

揮
で
き
る
シ
ス
テ
ム
を
開
発
さ
れ
ま
し

た
。
会
員
の
皆
様
は
ご
友
人
・
知
人
を

お
誘
い
し
て
、
是
非
ご
参
加
願
い
ま
す
。

◎
山
崎
正
男
氏
プ
ロ
フ
ィ
ー
ル

M
SU

�M
indanao�State�U

niversity�
D
r.�M

asao�Y
am

azaki,�Ph.D
.�

医
学

博
士
、
名
誉
教
授
。

欧
米
、
欧
州
、
東
南
ア
ジ
ア
を
歴
訪

し
東
西
医
学
の
研
鑽
を
積
む
傍
ら
、
脳

生
理
学
と
脳
波
の
観
点
か
ら
、「
気
の
医

学
」
の
有
効
性
を
実
証
し
、
代
替
・
補

完
医
療
の
E
B
M
を
確
立
す
る
。
30
年

間
の
研
究
、
臨
床
試
験
か
ら
、『
超
感
覚

外
知
覚
』（
E
S
P
）
と
い
う
六
番
目
の

知
覚
機
能
を
発
見
し
、
そ
の
メ
カ
ニ
ズ

ム
を
解
明
し
て
学
術
論
文
を
執
筆
す
る
。

日
本
i
P
T
意
識
研
究
所
所
長
、
上

海
国
際
医
学
気
功
学
会
組
織
委
員
、
日

本
プ
ロ
ス
ポ
ー
ツ
リ
ハ
ビ
リ
セ
ン
タ
ー

院
長
、
国
際
気
功
科
学
ア
カ
デ
ミ
ー
学

院
長
等
歴
任
、
国
内
外
に
多
く
の
門
下

生
を
輩
出
し
て
い
る
。
新
聞
、
週
刊
誌
、

書
籍
、
テ
レ
ビ
、
ラ
ジ
オ
、
出
演
多
数
、

著
書
、
人
類
革
命
、
気
功
の
鉄
人
他
、

ア
ピ
ナ
出
版
。

※�

五
月
の
本
部
例
会
は
お
休
み
と
な
り

ま
す
。

　
　
　
　

◆　
　
　
　
　

◆

「
心
を
科
学
す
る
博
物
館
」
と

　

　
一
般
の
御
寄
付
御
礼

（
4
／
10
受
領
分
ま
で
）

金
十
万
円
也　
　
　

匿　
　

名　
　

様

金
四
万
一
千
円
也　

浪
平　

博
人　

様

金
二
万
円
也　
　
　

鴨
川　

裕
司　

様

金
一
万
円
也　
　
　

千
葉
ゆ
か
り　

様

金
一
万
円
也　
　
　

山
崎　

正
男　

様

金
五
千
円
也　
　
　

宮
前　

昭
子　

様

金
五
千
円
也　
　
　

武
井　

豊　
　

様

金
一
千
円
也　
　
　

飛
田　

洋
子　

様

金
一
千
円
也　
　
　

占
部　

浩
一　

様

金
一
千
円
也　
　
　

友
寄　

光
子　

様

金
一
千
円
也　
　
　

濱
田　

敏
博　

様

金
一
千
円
也　
　
　

山
田　

真
理　

様

金
一
千
円
也　
　
　

赤
松　

洋
一　

様

金
一
千
円
也　
　
　

奥
村　

八
郎　

様

金
一
千
円
也　
　
　

村
上　

一
夫　

様

金
一
千
円
也　
　
　

八
幡　

み
わ　

様

　
　
　
　

◆　
　
　
　
　

◆

七
月
本
部
例
会
の
お
知
ら
せ

不
思
議
体
験
談
、
写
真
映
像
発
表
・

討
論
会（
発
表
者
募
集
中
）

日
時　

令
和
2
年
7
月
19
日（
日
）

　
　
　

午
後
1
時
30
分
～
4
時
30
分

会
場　

北
と
ぴ
あ
9
階
9
0
1
会
議
室

交
通　

�

J
R
京
浜
東
北
線
王
子
駅
下
車

徒
歩
2
分
、ホ
ー
ム
最
北
端（
赤

羽
寄
り
）
の
階
段
を
下
り
改
札

口
を
出
て
見
え
る
高
層
ビ
ル

会
費　

一
千
円（
会
員
・
一
般
と
も
）

皆
様
が
こ
れ
ま
で
に
体
験
し
た
不
思

議
な
現
象
や
不
思
議
な
写
真
・
映
像
を

参
加
者
の
皆
様
に
紹
介
し
な
が
ら
、
参

加
者
全
員
で
解
釈
や
討
論
を
し
て
、
共

有
す
る
会
で
す
。

U
F
O
と
宇
宙
人
、
オ
ー
ブ
や
心
霊

写
真
、
地
震
雲
な
ど
地
震
前
兆
現
象
、

そ
れ
ら
に
関
わ
る
動
画
等
、
是
非
日
本

サ
イ
科
学
会
事
務
局
に
事
前
に「
プ
リ

ン
ト
写
真
」
あ
る
い
は
U
S
B
メ
モ
リ

ー
の
郵
送
、
あ
る
い
は
メ
ー
ル
添
付
フ

ァ
イ
ル
で
送
信
い
た
だ
け
れ
ば
、
有
り

難
い
で
す
。（
送
ら
れ
た
も
の
は
返
却
で

き
ま
せ
ん
の
で
、
コ
ピ
ー
を
お
願
い
致

し
ま
す
。）

ス
プ
ー
ン
曲
げ
等
の
念
力
、
透
視
能

力
・
予
知
能
力
な
ど
サ
イ
能
力
に
自
信

の
あ
る
方
、
ま
た
は
友
人
、
知
人
に
能

力
者
の
い
る
方
は
是
非
お
連
れ
し
て
く

だ
さ
い
。

特
別
講
師
は
お
り
ま
せ
ん
が
、
参
加

者
の
皆
様
の
自
由
な
発
言
で
い
つ
も
楽

し
い
会
に
な
り
ま
す
し
、
終
了
後
の
懇

親
会
も
面
白
い
話
題
で
盛
り
上
が
り
ま

す
。参

加
費
は
、
会
員
、
一
般
と
も
千
円

で
す
の
で
、
気
楽
に
ご
参
加
願
い
ま
す
。

　
　
　
　

◆　
　
　
　
　

◆

◎
事
務
局
か
ら
の
お
願
い

「
サ
イ
ジ
ャ
ー
ナ
ル
3
・
4
月
号
」

に
年
会
費
の
通
知
と
郵
便
振
替
用
紙
が

同
封
さ
れ
ま
し
た
。
既
に
お
振
り
込
み

い
た
だ
い
た
会
員
の
皆
様
に
は
御
礼
申

し
上
げ
ま
す
。
も
し
お
振
り
込
み
が
未
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了
の
方
は
、
い
ろ
い
ろ
出
費
の
多
い
時

期
で
恐
縮
で
す
が
、
日
本
サ
イ
科
学
会

の
活
動
は
皆
様
の
年
会
費
で
支
え
ら
れ

て
お
り
ま
す
の
で
、
早
め
の
お
振
り
込

み
を
よ
ろ
し
く
お
願
い
致
し
ま
す
。

※
ま
た
、
日
本
サ
イ
科
学
会
は
近
年
、

会
計
が
厳
し
く
な
っ
て
お
り
ま
す
の
で
、

少
し
で
も
御
寄
付
が
戴
け
ま
し
た
ら
、

助
か
り
ま
す
。
恐
縮
で
す
が
御
寄
付
を

し
て
い
た
だ
け
る
方
は
、
同
封
の
郵
便

振
替
用
紙
の
該
当
欄
に
そ
の
金
額
を
記

入
し
、
年
会
費
に
追
加
し
て
、
お
振
り

込
み
を
お
願
い
致
し
ま
す
。

　
　
　
　

◆　
　
　
　
　

◆

◎
事
務
局
か
ら
の
お
知
ら
せ

今
回
通
常
総
会
出
欠
用
（
正
会
員
・

維
持
会
員
）
も
兼
ね
た
会
員
全
員
に
ハ

ガ
キ
を
同
封
致
し
ま
し
た
が
、
そ
こ
に

会
員
メ
ー
リ
ン
グ
リ
ス
ト
へ
の
登
録
希

望
の
可
否
を
記
入
し
て
返
送
願
い
ま
す
。

登
録
希
望
の
方
は
左
記
の
事
務
局
ア
ド

レ
ス
に
会
員
メ
ー
リ
ン
グ
リ
ス
ト
受
信

用
の
個
人
ア
ド
レ
ス
を
お
知
ら
せ
願
い

ま
す
。

offi
ce21

@
psij.m

ail-box.ne.jp

M
L（
メ
ー
リ
ン
グ
リ
ス
ト
）と
は
?

日
本
サ
イ
科
学
会
の
事
務
局
も
含
め

た
会
員
同
士
の
情
報
交
換
の
仕
組
み
で

す
。本

人
の
希
望
に
よ
り
、
メ
ー
ル
ア
ド

レ
ス
（
パ
ソ
コ
ン
用
、
携
帯
用
ど
ち
ら

で
も
）
が
メ
ー
リ
ン
グ
リ
ス
ト
に
登
録

さ
れ
ま
す
と
（
手
続
き
は
事
務
局
が
行

い
ま
す
）、
M
L
用
の
メ
ー
ル
ア
ド
レ

ス
を
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

自
分
が
会
員
の
皆
さ
ん
に
お
知
ら
せ

し
た
い
「
サ
イ
」
関
係
の
情
報
＝
自
分

の
著
書
の
出
版
、
学
会
発
表
、
テ
レ
ビ

出
演
、
あ
る
い
は
他
の
サ
イ
関
係
の
学

会
・
研
究
会
の
予
告
、「
サ
イ
」
に
関
わ

る
旬
な
情
報
等
が
あ
り
ま
し
た
ら
、
そ

の
内
容
を
M
L
用
の
メ
ー
ル
ア
ド
レ
ス

に
送
信
し
ま
す
と
、
瞬
時
に
M
L
に
登

録
さ
れ
て
い
る
会
員
全
員
に
そ
の
メ
ー

ル
が
届
き
ま
す
。

そ
の
情
報
に
対
し
て
の
、
返
信
も
同

じ
メ
ー
ル
ア
ド
レ
ス
に
送
信
し
ま
す
と

全
員
に
読
ま
れ
ま
す
。

マ
ナ
ー
と
し
ま
し
て
は
、
個
人
や
団

体
の
批
判
や
攻
撃
、
特
定
の
商
品
や
サ

ー
ビ
ス
、
会
社
の
宣
伝
に
あ
た
る
も
の

は
お
控
え
願
い
ま
す
。
ま
た
、
添
付
フ

ァ
イ
ル
は
ウ
イ
ル
ス
が
潜
む
可
能
性
が

あ
り
ま
す
の
で
、
禁
止
と
な
り
ま
す
。

※
メ
ー
リ
ン
グ
リ
ス
ト
で
の
事
務
局
か

ら
の
お
知
ら
せ
に
対
し
て
、
個
人
的
に

質
問
し
た
い
と
き
は
、
M
L
用
の
メ

ー
ル
ア
ド
レ
ス
で
は
な
く
、
日
本
サ
イ

科
学
会
の
メ
ー
ル
ア
ド
レ
ス
に
返
信
願

い
ま
す
。

offi
ce21

@
psij.m

ail-box.ne.jp

　
　
　
　

◆　
　
　
　
　

◆

２
０
２
０
年
日
本
サ
イ
科
学
会

第
29
回
全
国
大
会
発
表
募
集

毎
年
の
重
要
な
行
事
で
あ
る
全
国
大

会
が
、
今
年
も
10
月
24
日
（
土
）
に
開

催
さ
れ
ま
す
。
会
員
の
研
究
発
表
+
シ

ン
ポ
ジ
ウ
ム
が
予
定
さ
れ
て
お
り
ま
す

が
、
会
員
の
皆
様
に
は
積
極
的
な
発
表

ご
参
加
を
期
待
し
て
お
り
ま
す
。

今
年
の
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
の
テ
ー
マ
は

こ
の
た
び
の
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の

パ
ン
デ
ミ
ッ
ク
が
あ
り
ま
し
た
の
で
、

シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
テ
ー
マ
を
変
更
さ
せ
て

い
た
だ
き
ま
す
。

変
更
後
の
テ
ー
マ
は
「
サ
イ
と
免
疫

力
～
ガ
ン
・
ウ
イ
ル
ス
と
の
闘
い
も
含

め
て
～
」と
な
り
ま
す
。

会
員
の
研
究
発
表
で
は
、
シ
ン
ポ
ジ

ウ
ム
の
テ
ー
マ
に
関
し
て
で
も
、
そ
う

で
な
く
て
も
O
K
で
あ
り
、
こ
れ
ま
で

の
研
究
で
の
新
し
い
発
見
、
現
在
も
し

く
は
近
い
う
ち
に
デ
ー
タ
取
り
を
し
て

ま
と
め
た
い
こ
と
、
偶
発
現
象
（
U
 F 

O
、
心
霊
現
象
等
）
の
目
撃
と
原
因
の

推
測
・
解
明
、
様
々
な
サ
イ
現
象
の
仮

説
（
理
論
）
な
ど
「
サ
イ
」
に
関
連
す
る

こ
と
な
ら
何
で
も
結
構
で
す
の
で
、
ご

自
分
の
考
え
や
研
究
成
果
を
ま
と
め

て
、
発
表
し
て
頂
き
た
い
と
存
じ
ま
す
。

7
月
末
ま
で
に
タ
イ
ト
ル
と
簡
単
な

内
容（
2
0
0
字
く
ら
い
）を
メ
ー
ル
、

ま
た
は
F
A
X
、
ハ
ガ
キ
で
お
送
り
い

た
だ
き
、
一
応
審
査
さ
せ
て
い
た
だ
い

て
、
通
り
ま
し
た
ら
8
月
31
日
ま
で
に

原
稿
フ
ァ
イ
ル
を
メ
ー
ル
添
付
等
で
戴

き
た
い
と
思
い
ま
す
。
原
稿
の
書
式
は

後
で
お
知
ら
せ
致
し
ま
す
。

※
全
国
大
会
で
の
発
表
は
で
き
な
い
が
、

論
文
集
「
サ
イ
科
学
」
の
資
料
と
し
て
、

発
表
し
た
い
原
稿
も
募
集
致
し
ま
す
。

論
文
集
「
サ
イ
科
学
2
0
1
9
」
末
頁

の
「
サ
イ
科
学
の
投
稿
審
査
規
定
」
を

よ
く
読
ん
で
、
応
募
願
い
ま
す
。

　
　
　
　

◆　
　
　
　
　

◆



関
西
日
本
サ
イ
科
学
会

五
月
研
究
集
会
の
お
知
ら
せ

「
癒
し
の
チ
ャ
イ
ム
」

～
「
音
」
の
身
体
的
影
響
と
治
療

の
可
能
性
～

�　
　
　

講
師　

牧ま
き

野の　

持じ
ゅ
ん侑�

氏

日
時　

令
和
2
年
5
月
23
日（
土
）

　
　
　

午
後
1
時
10
分
～
4
時
45
分

会
場　

ま
つ
む
し
音
楽
堂
（
大
阪
市
阿

　
　
　

倍
野
区
阿
倍
野
元
町
1
・
2
）

※�

大
阪
市
立
阿
倍
野
市
民
学
習
セ
ン
タ

ー
は
工
事
の
た
め
休
館

交
通　

�

御
堂
筋
線「
天
王
寺
」、
近
鉄
南

大
阪
線
「
阿
部
野
橋
」
で
阪
堺

電
車
上
町
線
に
乗
換
え「
松
虫
」

下
車
す
ぐ
。

会
費　

会
員
及
び
同
伴
の
家
族�

二
千
円

　
一
般�

三
千
円（
初
回
参
加
者
二
千
円
）

　

学
生�

一
千
円

問
合
せ
0
6
・
6
6
2
4
・
0
5
5
9

　
　
　
　

◆　
　
　
　
　

◆

関
西
日
本
サ
イ
科
学
会

六
月
研
究
集
会
の
お
知
ら
せ

病
め
る
地
球
の
処
方
箋

～
2
0
2
0
年
は
大
転
換
期
～

　
　
　
　

講
師　

小
澤　

頼
仁�

氏

日
時　

令
和
2
年
6
月
20
日（
土
）

　
　
　

午
後
1
時
10
分
～
4
時
45
分

会
場　

ま
つ
む
し
音
楽
堂
（
大
阪
市
阿

　
　
　

倍
野
区
阿
倍
野
元
町
1
・
2
）

交
通　

�

御
堂
筋
線「
天
王
寺
」、
近
鉄
南

大
阪
線
「
阿
部
野
橋
」
で
阪
堺

電
車
上
町
線
に
乗
換
え「
松
虫
」

下
車
す
ぐ
。

会
費　

会
員
及
び
同
伴
の
家
族�

二
千
円

　
一
般�
三
千
円（
初
回
参
加
者
二
千
円
）

　

学
生�
一
千
円

問
合
せ
0
6
・
6
6
2
4
・
0
5
5
9

　
　
　
　

◆　
　
　
　
　

◆

第
40
回
宇
宙
生
命
研
究
分
科
会

第
14
回
U
F
O
オ
ー
ブ
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム

テ
ー
マ「
宇
宙
人（
ホ
モ
＊
コ
ス
ミ

ク
ス
）」

日
時　

令
和
2
年
7
月
23
日（
木
・
祝
）

　
　
　

午
前
10
時
～
午
後
4
時

会
場　

北
沢
タ
ウ
ン
ホ
ー
ル

　
　
　

ス
カ
イ
サ
ロ
ン

　
　
　
（
世
田
谷
区
北
沢
2
・
8
・
18
）

交
通　

�

小
田
急
線
下
北
沢
駅
東
口
徒
歩

5
分
・
京
王
井
の
頭
線
下
北
沢

駅
京
王
中
央
口
徒
歩
5
分

　
　
　

�

小
田
急
バ
ス
北
沢
タ
ウ
ン
ホ
ー

ル�

系
統�

下
61
（
駒
沢
陸
橋
―

北
沢
タ
ウ
ン
ホ
ー
ル
）終
点

会
費　

�

会
員�

1
千
円（
日
本
サ
イ
科
学

会
・
サ
ト
ル
エ
ネ
ル
ギ
ー
学

会
・
60
歳
以
上
・
学
生
）、

　
　
　

一
般�

2
千
円
、
宇
宙
人�

0
円

※
事
前
参
加
申
し
込
み
は
不
要
で
す
。

※
当
日
会
場
に
て
直
接
、
現
金
に
て

　

参
加
費
を
お
支
払
い
下
さ
い
。

　
　
　
　
（
世
話
役　

阿
久
津�

淳
）

　
　
　
　

◆　
　
　
　
　

◆

平
成
31
年
2
月
本
部
例
会
報
告
Ⅱ

栄
養
と
エ
ピ
ゲ
ノ
ム
、
E
M
の

研
究

　
　
　
　

講
師　

東
中
川　

徹�

氏

（
前
回
か
ら
の
続
き
）

エ
ピ
ゲ
ノ
ム
は
変
化
す
る

エ
ピ
ゲ
ノ
ム
は
、
メ
チ
ル
化
さ
れ
た

「
遺
伝
子
発
現
状
態
な
し
」
の
状
態
か

ら
、
脱
メ
チ
ル
化
酵
素
、
ヒ
ス
ト
ン
ア

セ
チ
ル
化
酵
素
+
R
N
A
に
よ
り
、
ア

セ
チ
ル
化
し
て「
遺
伝
子
発
現
あ
り
」

か
ら「
タ
ン
パ
ク
質
」
を
形
成
し
た
り
、

ヒ
ス
ト
ン
脱
ア
セ
チ
ル
化
酵
素
、
D
 N 

A
メ
チ
ル
化
酵
素
、
ヒ
ス
ト
ン
メ
チ
ル

化
酵
素
に
よ
り
、
ま
た
メ
チ
ル
化
し
て

「
遺
伝
子
発
現
状
態
な
し
」
の
状
態
に

戻
っ
た
り
し
ま
す
。

1
個
の
受
精
卵
か
ら
ど
の
よ
う
に
し
て

生
体
が
で
き
る
か
?

● ❹●



卵
子
と
精
子
が
受
精
し
て
、
体
細
胞

系
列
で
は
神
経
と
か
心
臓
（
内
臓
）
と

か
筋
肉
と
か
皮
膚
を
造
り
ま
す
し
、
生

殖
細
胞
系
列
で
は
精
子
あ
る
い
は
卵
子

を
造
っ
て
、
受
精
す
れ
ば
次
の
世
代
に

繋
が
っ
て
い
き
ま
す
。
全
体
と
し
て
は

老
化
し
て
死
ぬ
わ
け
で
す
が
、
こ
こ
で

最
近
の
こ
と
と
し
て
は
、
i
P
S
細

胞
や
ク
ロ
ー
ン
個
体
を
造
れ
ば
元
の
細

胞
は
死
な
な
い
で
、
次
に
繋
が
る
わ
け

で
す
ね
。

1
個
の
受
精
卵
か
ら
ど
う
や
っ
て
神

経
、
心
臓
、
筋
肉
、
皮
膚
を
造
る
の
か
、

こ
れ
は
ま
さ
に
エ
ピ
ジ
ェ
ネ
テ
ィ
ク
ス

の
問
題
で
、
こ
の
過
程
を
立
体
モ
デ
ル

に
表
し
た
も
の
が
、
ワ
デ
ィ
ン
ト
ン
の

「
エ
ピ
ジ
ェ
ネ
テ
ィ
ッ
ク
・
ラ
ン
ド
ス

ケ
ー
プ
」と
な
り
ま
す
。

坂
の
上
に
玉
が
あ
っ
て
、
こ
れ
が
こ

ろ
が
っ
て
あ
る
も
の
は
筋
肉
に
な
り
、

あ
る
も
の
は
神
経
に
な
る
と
い
う
も
の

で
、
ラ
ン
ド
ス
ケ
ー
プ
の
裏
側
に
は
仕

掛
け
が
あ
っ
て
、
坂
の
構
造
を
コ
ン
ト

ロ
ー
ル
し
て
い
る
も
の
が
あ
る
。
ワ

デ
ィ
ン
ト
ン
が
「
エ
ピ
ジ
ェ
ネ
テ
ィ
ッ

ク
・
ラ
ン
ド
ス
ケ
ー
プ
」
を
提
唱
し
た

の
は
1
9
5
7
年
な
の
で
、
遺
伝
子

の
実
体
は
ま
だ
分
か
っ
て
い
ま
せ
ん
で

し
た
が
、
彼
は
細
胞
の
分
化
を
制
御
す

る
も
の
を
意
識
し
て
い
た
と
思
い
ま
す
。

こ
れ
は
最
近
の
考
え
方
で
す
が
、
受

精
卵
に
は
種
々
の
遺
伝
子
が
あ
っ
て
、

例
え
ば
コ
ラ
ー
ゲ
ン
遺
伝
子
が
発
現
す

れ
ば
、
皮
膚
の
線
維
芽
細
胞
が
で
き
ま

す
し
、
グ
ロ
ビ
ン
遺
伝
子
が
発
現
す
れ

ば
赤
血
球
細
胞
が
で
き
ま
す
。

つ
ま
り
、
遺
伝
子
は
D
N
A
全
体
の

2
%
し
か
な
い
の
で
す
が
、
そ
れ
ら
の

情
報
か
ら
選
ば
れ
て
発
現
す
る
こ
と
に

よ
っ
て
、
い
ろ
い
ろ
な
細
胞
が
で
き
る
、

す
な
わ
ち
、
非
常
に
細
か
い
レ
ギ
ュ
レ

ー
シ
ョ
ン（
調
節
）が
入
っ
て
各
細
胞
が

で
き
て
く
る
と
い
う
の
が
今
の
細
胞
分

化
の
考
え
方
で
す
。

こ
う
な
っ
て
き
ま
す
と
、
現
代
の
エ

ピ
ジ
ェ
ネ
テ
ィ
ク
ス
は
、
右
図
の
詳
細

な
各
系
列
ご
と
に
多
数
の
研
究
者
が
制

御
構
造
を
研
究
し
て
お
り
ま
す
。

●❺ ●



栄
養
と
エ
ピ
ジ
ェ
ネ
テ
ィ
ク
ス

先
ほ
ど
申
し
ま
し
た
よ
う
に
エ
ピ
ジ

ェ
ネ
テ
ィ
ク
ス
は
細
胞
の
分
化
、
す
な

わ
ち
筋
肉
を
造
る
と
か
、
神
経
を
造
る

と
か
、
そ
う
い
う
基
本
的
な
生
命
活
動

に
お
い
て
の
調
節
に
関
わ
っ
て
い
る
、

一
つ
一
つ
の
段
階
を
明
ら
か
に
し
よ
う

と
す
る
研
究
分
野
で
す
が
、
実
は
栄
養

と
い
う
、
我
々
が
毎
日
取
り
入
れ
て
い

る
よ
う
な
も
の
に
お
い
て
も
、
エ
ピ
ジ

ェ
ネ
テ
ィ
ク
ス
は
関
係
が
あ
り
ま
す
。

そ
れ
に
つ
い
て
ミ
ツ
バ
チ
を
例
に
致

し
ま
す
と
、
ミ
ツ
バ
チ
は
社
会
性
昆
虫

と
言
わ
れ
て
、
分
業
が
成
り
立
っ
て
い

ま
し
て
、
1
つ
の
集
団
は
1
匹
の
女
王

蜂
と
数
千
オ
ー
ダ
ー
の
雄
蜂
と
数
万
オ

ー
ダ
ー
の
働
き
蜂
で
成
り
立
っ
て
い
ま

す
。
卵
子
が
受
精
し
な
い
と
雄
蜂
と
な

り
、
受
精
し
た
幼
虫
の
段
階
で
は
、
雌

で
あ
る
働
き
蜂
と
女
王
蜂
は
同
じ
で
す
。

そ
し
て
最
初
の
3
日
間
は
両
方
と
も
ロ

ー
ヤ
ル
ゼ
リ
ー
を
食
す
の
で
す
が
、
そ

の
後
は
花
粉
と
蜜
だ
け
食
す
と
働
き
蜂

に
な
り
、
4
日
目
以
降
も
ロ
ー
ヤ
ル
ゼ

リ
ー
を
食
す
と
女
王
蜂
と
な
り
ま
す
。

女
王
蜂
の
候
補
は
数
匹
が
い
て
、
担
当

の
働
き
蜂
が
ロ
ー
ヤ
ル
ゼ
リ
ー
を
与
え

る
と
女
王
蜂
と
な
る
の
で
す
が
、
そ
の

中
の
一
匹
が
そ
の
巣
の
女
王
蜂
と
し
て

残
り
ま
す
。

2
0
0
6
年
に
ミ
ツ
バ
チ
の
ゲ
ノ
ム

が
解
読
さ
れ
た
の
で
す
が
、
D
N
A
に

メ
チ
ル
基
を
結
合
さ
せ
る
酵
素
の
遺
伝

子
配
列
が
見
つ
か
り
ま
し
た
。
シ
ョ
ウ

ジ
ョ
ウ
バ
エ
は
メ
チ
ル
基
を
結
合
さ
せ

る
酵
素
を
も
っ
て
い
な
い
の
で
、
ち
ょ

っ
と
驚
い
た
の
で
す
が
、
ミ
ツ
バ
チ
は

エ
ピ
ジ
ェ
ネ
テ
ィ
ッ
ク
な
酵
素
が
あ
る

と
い
う
こ
と
が
分
か
り
ま
し
た
。

た
だ
し
女
王
蜂
と
働
き
蜂
を
比
べ
ま

す
と
、
女
王
蜂
の
方
が
D
N
A
に
メ
チ

ル
基
が
付
い
て
い
る
度
合
い
が
大
き
く
、

働
き
蜂
の
方
が
メ
チ
ル
基
が
付
い
て
い

る
度
合
い
が
少
な
い
。
そ
こ
で
一
つ
の

実
験
と
し
て
、
D
N
A
メ
チ
ル
化
阻

害
し
ま
す
と
、
女
王
蜂
に
成
長
し
ま
す
。

ヒ
ト
で
は
ど
う
で
あ
ろ
う
か
?

ヒ
ト
に
関
し
て
は
「
オ
ラ
ン
ダ
冬
飢

餓
事
件
」
の
研
究
が
あ
り
ま
す
。
そ
の

事
件
は
右
図
に
説
明
さ
れ
て
お
り
ま
す

が
、
例
え
ば
1
日
の
食
料
は
少
量
の
パ

ン
と
ジ
ャ
ガ
イ
モ
と
砂
糖
大
根
の
切
れ

っ
端
だ
っ
た
と
い
う
こ
と
で
す
。
こ
れ

に
関
し
て
、「
オ
ラ
ン
ダ
飢
餓
事
件
バ
ー

ス
コ
ホ
ー
ト
研
究
」
で
は
、
低
栄
養
条

件
に
さ
ら
さ
れ
て
生
ま
れ
た
子
供
た
ち

の
追
跡
調
査
で
す
が
、
妊
娠
初
期
・
中

期
・
後
期
に
分
け
て
、
低
栄
養
状
態
に

お
か
れ
た
母
体
か
ら
生
ま
れ
た
子
供
の

エ
ピ
ジ
ェ
ネ
テ
ィ
ッ
ク
な
影
響
を
調
べ

た
も
の
で
す
。

妊
娠
初
期
で
は
、
心
疾
患
、
耐
糖
能

異
常
、
高
血
圧
、
肥
満
、
脂
質
異
常
症
、

情
動
障
害
が
あ
り
、
妊
娠
中
期
で
は
、

耐
糖
能
異
常
、
肺
疾
患
、
腎
疾
患
が
あ

り
、
妊
娠
後
期
で
は
耐
糖
能
異
常
が
あ

っ
た
と
い
う
こ
と
で
す
。

妊
娠
初
期
に
胎
児
が
低
栄
養
状
態
に

お
か
れ
る
と
、
左
図
の
よ
う
に
D
N
A

メ
チ
ル
化
が
通
常
よ
り
も
ア
ッ
プ
し
た

り
、
ダ
ウ
ン
し
た
り
す
る
差
が
大
き
く

な
り
、
こ
れ
が
や
が
て
は
い
ろ
い
ろ
な

疾
患
に
つ
な
が
る
こ
と
が
分
か
っ
て
き

た
わ
け
で
す
。

ま
た「
オ
ラ
ン
ダ
冬
飢
餓
事
件
」
と

は
別
の
角
度
か
ら
の
研
究
で
、「
D
O
H

a
D
説
」
と
い
う
の
が
あ
り
ま
す
。
イ

ギ
リ
ス
の
疫
学
調
査
か
ら
出
て
き
た
こ

と
で
す
が
、
出
生
体
重
が
低
い
ほ
ど
、

心
疾
患
死
亡
率
が
高
い
と
い
う
こ
と
が
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分
か
り
、「
成
人
病
胎
児
発
症
起
源
説
」

か
ら「
D�

O�

H�

a�

D（D
evelopm

ental
O
rigins�of�H

ealth�and�D
iseases

）

説
」と
な
り
、
こ
れ
は「
健
康
と
病
気
の

原
因
は
発
生
初
期
に
あ
る
」
す
な
わ
ち
、

「
受
精
時
、
胎
生
期
お
よ
び
新
生
児
期

に
お
い
て
形
成
さ
れ
た
エ
ピ
ゲ
ノ
ム
が
、

出
生
後
の
環
境
と
一
致
す
れ
ば
健
康
に

生
活
で
き
、
マ
ッ
チ
し
な
け
れ
ば
疾
患

の
リ
ス
ク
が
高
く
な
る
」
と
い
う
こ
と

で
す
。

私
が
な
ぜ
こ
れ
を
取
り
上
げ
る
か
と

い
い
ま
す
と
、
1
9
8
0
年
代
か
ら
日

本
に
お
け
る
2
5
0
0
グ
ラ
ム
未
満
の

低
体
重
新
生
児
が
増
え
続
け
て
い
る
の

で
す
。
こ
れ
は
1
9
8
0
年
代
か
ら
20

歳
代
の
や
せ
女
性（
B
M
I
18
・
5
未

満
）
が
増
え
て
い
る
こ
と
と
非
常
に
相

関
し
て
お
り
ま
す
。

私
の
知
っ
て
い
る
婦
人
科
の
先
生
は

こ
れ
を
非
常
に
気
に
し
て
お
り
ま
し
て
、

若
い
女
性
が
皆
や
せ
志
向
に
な
っ
て
お

り
、
そ
う
し
て
生
ま
れ
て
く
る
子
は
皆

体
重
が
低
く
て
、
低
栄
養
状
態
に
入
っ

て
い
る
か
ら
。
将
来
の
糖
尿
病
や
心
疾

患
に
非
常
に
罹
り
や
す
い
と
い
う
深
刻

な
問
題
が
あ
り
ま
す
。
一
方
厚
生
労
働

省
は
健
康
増
進
の
た
め
体
重
を
増
や
す

な
、
と
い
う
こ
と
を
言
っ
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
2
0
1
8
年
8
月
の
外
国
の

雑
誌
で
す
が
、「
妊
娠
中
の
痩
せ
す
ぎ
は

そ
れ
な
り
の
代
価
を
伴
う
、
日
本
人
の

低
体
重
新
生
児
が
増
え
る
と
と
も
に
、

ど
ん
ど
ん
小
さ
く
な
っ
て
い
る
。
同
時

に
そ
の
健
康
状
態
も
危
機
に
瀕
し
て
い

る
」
と
い
う「
D
O
H
a
D
説
」
か
ら
の

警
告
が
載
っ
て
い
ま
す
。

ニ
ュ
ー
ト
リ
エ
ピ
ジ
ェ
ノ
ミ
ク
ス
：
食

物
（
栄
養
素
）
が
エ
ピ
ゲ
ノ
ム
に
ど
の

よ
う
に
影
響
す
る
か
?

こ
れ
に
関
し
ま
し
て
は
、
下
図
の
よ

う
に
多
く
の
報
告
が
あ
り
ま
す
。
た
だ

し
、
こ
れ
ら
の
論
文
は
一
つ
は
マ
ウ
ス

実
験
で
あ
っ
た
り
、
一
つ
は
バ
イ
オ
細

胞
で
あ
っ
た
り
で
、
個
人
差
が
多
い
の

で
必
ず
し
も
そ
れ
を
全
部
に
当
て
は
め

て
行
く
わ
け
に
は
い
き
ま
せ
ん
。
従

っ
て
、
今
後
の
方
向
と
し
ま
し
て
は
、

「Personalized�N
utrition

：
個
人
レ
ベ

ル
の
栄
養
問
題
」、
す
な
わ
ち
個
人
ご
と

に
腸
内
細
菌
、
代
謝
等
統
合
的
に
や
っ

て
い
こ
う
と
い
う
の
が
あ
っ
て
、「
テ
ー

ラ
ー
メ
イ
ド
個
人
対
応
栄
養
学
」
と
い

う
本
も
出
て
お
り
ま
す
。

エ
ピ
ゲ
ノ
ム
が
世
代
を
超
え
て
伝
わ
る

ゲ
ノ
ム
が
世
代
を
超
え
て
伝
わ
る
の

は
今
ま
で
の
定
説
で
あ
り
、
エ
ピ
ゲ
ノ

ム
に
つ
い
た
マ
ー
ク（
メ
チ
ル
基
な
ど
）

は
卵
形
成
や
精
子
形
成
の
段
階
で
消
去

さ
れ
る
と
考
え
ら
れ
て
き
ま
し
た
。
と

こ
ろ
が
、
エ
ピ
ゲ
ノ
ム
が
世
代
を
超
え

て
伝
わ
る
例
が
報
告
さ
れ
て
お
り
ま
す
。

「
異
端
の
学
説
を
思
わ
せ
る
研
究
」
と

し
て
、
そ
の
世
代
中
に
獲
得
し
て
い
た

経
験
や
形
質
が
子
孫
に
遺
伝
す
る
例
が

報
告
さ
れ
て
い
ま
す
。
例
え
ば
マ
ウ
ス

の
精
子
の
2
3
0
0
以
上
の
発
生
関
連

遺
伝
子
に
お
い
て
、
ヒ
ス
ト
ン
か
ら
メ

チ
ル
基
を
実
験
的
に
消
去
し
た（
エ
ピ

ゲ
ノ
ム
を
変
換
）
の
で
す
が
、
そ
の
異

常
エ
ピ
ゲ
ノ
ム
状
態
が
世
代
を
超
え
て

遺
伝
し
た
報
告
が
あ
り
ま
す
。
し
か
し
、

ヒ
ト
に
つ
い
て
は
ま
だ
証
拠
は
あ
り
ま

せ
ん
。
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し
か
し
、
も
し
ヒ
ト
で「
世
代
を
超
え

た
エ
ピ
ゲ
ノ
ム
遺
伝
」が
起
き
る
と
し
た

ら
右
図
の
よ
う
に
な
り
ま
す
。「
何
世
代

前
か
ら
?�
何
世
代
先
ま
で
」は
今
の
と

こ
ろ
全
く
分
か
り
ま
せ
ん
。

「
あ
な
た
は
あ
な
た
の
食
べ
た
も
の
、

ま
た
、
あ
な
た
の
両
親
お
よ
び
あ
な
た

の
祖
父
母
が
食
べ
た
も
の
で
決
ま
る
」

と
い
え
る
よ
う
に
な
る
で
し
ょ
う
。

エ
ピ
ジ
ェ
ネ
テ
ィ
ク
ス
と
病
気

発
が
ん
に
お
け
る
エ
ピ
ジ
ェ
ネ
テ
ィ

ッ
ク
異
常
、
精
神
疾
患
と
D
N
A
メ
チ

ル
化
、
神
経
変
性
疾
患
と
エ
ピ
ジ
ェ
ネ

テ
ィ
ク
ス
、
自
己
免
疫
疾
患
と
エ
ピ
ジ

ェ
ネ
テ
ィ
ク
ス
、
再
生
医
療
と
エ
ピ
ジ

ェ
ネ
テ
ィ
ク
ス
の
接
点
、
エ
ピ
ジ
ェ
ネ

テ
ィ
ッ
ク
創
薬
等
、
こ
の
分
野
も
今
後

大
き
な
発
展
が
あ
る
で
し
ょ
う
。

　
　
　
　

◆　
　
　
　
　

◆

第
5
回　

占
星
学
と
運
命
創
造
学

の
研
究
分
科
会
報
告
Ⅱ

2
0
2
0
年
の
個
人
の
運
勢
診

断
と
日
本
と
世
界
の
情
勢
予
測

　
　
　
　

講
師　

瀬
尾　

泰
範�

氏

大
宇
宙
（
太
陽
系
）
と
小
宇
宙
（
人
間
）

が
呼
応
す
る
確
か
な
証
拠

2
0
1
9
年
度
の
論
文
集「
サ
イ
科

学
」に
載
せ
て
い
た
だ
い
た
私
の
レ
ポ
ー

ト
に
お
い
て
、
こ
れ
ま
で
の
日
本
人
の

ノ
ー
ベ
ル
賞
自
然
科
学
部
門
受
賞
者
24

名
に
つ
い
て
、
ど
の
星
座
に
星
々
の
配

置
が
多
い
か
を
統
計
学
で
解
析
し
ま
し

た
。一
人
に
つ
き
太
陽
系
の
10
個
の
星
々

（
太
陽
、
月
、
水
星
、
金
星
、
火
星
、
木

星
、
土
星
、
天
王
星
、
海
王
星
、
冥
王

星
）×
24
名
＝
合
計
2
4
0
個
の
星
々

の
、
12
星
座
中
1
星
座
に
お
け
る
平
均

配
置
個
数
は
20
個
と
な
り
ま
す
が
、
乙

女
座
に
入
る
星
の
個
数
が
圧
倒
的
に
多

く
40
個
あ
り
ま
し
た
。
こ
の
星
座
へ
の

偏
り
検
定
で
は
、危
険
率
0
・
1
%（
偶

然
で
起
こ
る
確
率
は
一
千
分
の
一
）
で
、

有
意
に
乙
女
座
に
星
々
が
偏
っ
て
存
在

す
る
こ
と
が
分
か
り
ま
し
た
。
伝
統
的

な
占
星
学
に
お
い
て
、
乙
女
座
は
潔
癖

で
細
か
い
神
経
が
使
え
て
忍
耐
力
も
あ

り
、
数
理
能
力
、
分
析
能
力
、
批
評
能

力
に
優
れ
て
い
る
の
で
研
究
者
に
向
い

て
い
る
星
座
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
が
、

こ
の
極
端
な
偏
り
は
私
に
と
っ
て
も
、

予
測
で
き
な
い
ほ
ど
の
驚
き
の
結
果
で

し
た
。
占
星
学
に
よ
る
診
断
は
単
な
る

経
験
値
で
は
な
く
、
統
計
学
で
も
大
宇

宙
と
小
宇
宙
が
呼
応
す
る
こ
と
が
明
確

に
証
明
さ
れ
ま
し
た
。

※
こ
の
後
、
参
加
者
個
人
別
に
配
布
し

た「
月
運
チ
ャ
ー
ト（
先
天
運
）」
に
関

し
て
の
見
方
の
説
明
+「
水
星
、
金
星
、

火
星
、
木
星
、
土
星
」
の
2
0
2
0
年

1
月
～
2
0
2
1
年
半
ば
ま
で
の
星
座

運
行
表
に
よ
る
、
個
人
の
月
運
診
断（
環

境
運
）の
見
方
の
説
明
が
行
わ
れ
た
。

　

結
果
的
に
質
疑
応
答
も
含
め
て
個
人

の
診
断
に
か
な
り
時
間
を
取
り
、
こ
の

後
の
「
2
0
2
0
年
の
日
本
と
世
界
情

勢
」
の
予
測
が
短
く
な
っ
て
し
ま
い
ま

し
た
の
で
、
今
回
詳
細
な
分
析
を
追
加

し
て
、
解
説
致
し
ま
す
。

西
洋
占
星
学
の
先
端
理
論
「
ハ
ー
モ
ニ

ク
ス
」

　

1
9
7
0
年
代
に
英
国
の
占
星
学
者

John�A
ddey

氏
が
提
唱
し
た「
ハ
ー
モ

ニ
ク
ス
理
論
」は
、
例
え
て
言
え
ば
、
脳

波
の
周
波
数
解
析（
α
波
、
β
波
、
θ

波
等
）
で
脳
の
機
能
状
態
が
分
か
る
よ

う
に
、
ホ
ロ
ス
コ
ー
プ
が
表
す“
パ
ー
ソ

ナ
リ
テ
ィ
波
動
”（
基
本
は
H
N
1
～

9
、
そ
れ
以
上
も
有
る
）
を
周
波
数
解

析
し
て
、
才
能
も
含
め
た
詳
細
な
分
析

が
出
来
る
よ
う
に
し
た
も
の
で
す
。

別
の
例
え
で
は
、
脳
細
胞
の
個
数
は

天
才
も
凡
才
も
そ
れ
ほ
ど
違
い
は
あ
り

ま
せ
ん
が
、
天
才
は
そ
の
細
胞
同
士
の

シ
ナ
プ
ス
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
が
膨
大
で
あ

る
の
と
同
じ
よ
う
に
、
1
人
の
ホ
ロ
ス

コ
ー
プ
上
で
使
う
星
々
や
感
受
点
の
個

数
は
す
べ
て
の
人
で
同
一
で
す
が
、
そ

れ
ら
の
星
同
士
が
地
球
中
心
に
形
成
す

る
ア
ス
ペ
ク
ト
（
特
定
の
角
度
）
が
多

数
あ
る
方
は
、
才
能
豊
か
な
方
が
多
い

の
で
す
。
私
が
制
作
し
た
ソ
フ
ト
で
描

か
れ
る
「
ア
ス
ト
ロ
ハ
ー
モ
ニ
ッ
ク
チ

ャ
ー
ト
β
」（
10
頁
参
照
）
は
、
こ
れ
ら

の
星
同
士
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
周
波
数

解
析
の
技
術
で
表
示
致
し
ま
す
。

2
0
2
0
年
の
日
本
と
世
界
情
勢

西
洋
占
星
学
は
個
人
の
パ
ー
ソ
ナ
リ

テ
ィ
や
才
能
の
診
断
だ
け
で
な
く
、
個

人
の
運
勢
診
断
に
も
使
え
ま
す
し
、
会

社
等
の
組
織
の
運
勢
診
断
や
、
国
家
や

世
界
情
勢
の
診
断
も
可
能
で
す
。
今

回
、
私
が
開
発
し
た「
ア
ス
ト
ロ
ハ
ー
モ

ニ
ッ
ク
チ
ャ
ー
ト
β
」を
使
っ
て
、
2
 0 

2
0
年
の
春
分
図（
太
陽
が
春
分
点
に

来
た
瞬
間
の
チ
ャ
ー
ト
）
の
世
界
情
勢

の
解
析
を
行
い
ま
し
た
。
西
洋
占
星
学

に
お
い
て
は
、
太
陽
が
春
分
点
に
来
た

と
き
が
お
正
月
で
、
そ
の
瞬
間
に
お
け

る
ホ
ロ
ス
コ
ー
プ
を
春
分
図
と
い
っ
て
、

春
分
か
ら
次
の
年
の
春
分
ま
で
1
年
間

の
世
界
情
勢
を
占
い
ま
す
。

● ❽●



10
頁
ア
ス
ト
ロ
ハ
ー
モ
ニ
ッ
ク
チ
ャ

ー
ト
β
の
春
分
図
で
上
段
9
個
の「
ハ

ー
モ
ニ
ッ
ク
・
チ
ャ
ー
ト
」は［
H
N
1
］

（
周
波
数
1
＝
ホ
ロ
ス
コ
ー
プ［
出
生
天

宮
図
］
と
同
じ
）
か
ら
、［
H
N
9
］（
周

波
数
9
）ま
で
の
ア
ス
ペ
ク
ト
ラ
イ
ン
が

表
示
さ
れ
ま
す
。
下
段
の
9
個
の
棒
グ

ラ
フ
は
そ
れ
ぞ
れ
の
周
波
数
に
お
け
る

各
ア
ス
ペ
ク
ト
の
強
さ
を
表
し
ま
す
。

国
家
や
世
界
を
診
断
す
る
際
の
、［
H 

N
1
］か
ら［
H
N
9
］ま
で
の
各
周
波

数
の
も
つ
意
味
を
、
象
徴
星
と
一
緒
に

ご
紹
介
し
ま
す
。

［
H
N
1
］（
太
陽
）：
ホ
ロ
ス
コ
ー
プ（
こ

の
場
合
は
大
元
の
春
分
図
）
と
同
一

の
も
の
で
、
全
体
運
を
表
す

［
H
N
2
］（
月
）：
外
交
関
係
、
対
応
力

［
H
N
3
］（
木
星
）：
経
済
発
展
、
保
護

育
成
能
力

［
H
N
4
］（
天
王
星
）：�

紛
争
、
独
自
路

線
［
H
N
5
］（
水
星
）：
文
化
知
的
交
流
、

発
想
力

［
H
N
6
］（
金
星
）：
美
的
芸
術
能
力
、

調
整
力

［
H
N
7
］（
海
王
星
）：
芸
術
的
感
性
、

状
況
適
応
力

［
H
N
8
］（
土
星
）：
管
理
と
抑
制
、
努

力
［
H
N
9
］（
火
星
）：�

戦
闘
性
、
行
動
力

チ
ャ
ー
ト
の
パ
ワ
ー
が
高
い
と
み
な

す
の
は
以
下
の
ど
れ
か
1
つ
で
も
当
て

は
ま
る
場
合
で
す
。

①�

左
か
ら
一
番
目
の
棒
グ
ラ
フ
（
0
度

の
ア
ス
ペ
ク
ト
）だ
け
で
30
以
上

②�

左
か
ら
一
番
目
と
二
番
目
の
棒
グ
ラ

フ
（
0
度
、
90
度
、
1
8
0
度
の
ア

ス
ペ
ク
ト
）の
和
が
60
以
上

③�

4
本
す
べ
て
の
棒
グ
ラ
フ（
0
度
、
90

　

�

度
、
1
8
0
度
、
60
度
、
1
2
0
度
、

51
・
43
度
の
整
数
倍
、
72
度
の
整
数

倍
の
ア
ス
ペ
ク
ト
）
の
和
が
1
2
0

以
上

以
上
の
基
準
で
各
チ
ャ
ー
ト
の
棒
グ

ラ
フ
4
本
の
高
さ
を
見
て
み
ま
す
と
、

源
チ
ャ
ー
ト
の［
H
N
1
］を
除
く
と
、

［
H
N
4
］、［
H
N
8
］と［
H
N
9
］の

パ
ワ
ー
が
高
く
な
っ
て
お
り
ま
す
。

［
H
N
4
］に
あ
た
る
ア
ス
ペ
ク
ト
が

強
い
時
期
は
、
個
人
の
年
運
チ
ャ
ー
ト

で
は
「
人
に
厳
し
く
、
ま
た
何
事
も
戦

闘
的
に
な
る
時
期
な
の
で
、
対
人
関
係

で
対
立
が
起
こ
り
や
す
い
で
し
ょ
う
。

ま
た
、
仕
事
や
生
活
上
で
変
化
が
起
こ

り
や
す
い
よ
う
で
す
。
ト
ラ
ブ
ル
が
起

こ
っ
た
り
、�

比
較
的
不
注
意
や
イ
ラ
イ

ラ
に
よ
る
事
故
や
病
気
に
遭
い
や
す
い

修
行
の
時
期
」
と
な
り
、
世
界
情
勢
に

当
て
は
め
れ
ば
、
国
家
間
で
の
国
益
フ

ァ
ー
ス
ト
に
よ
る
対
立
・
紛
争
や
民
族

間
で
の
宗
教
等
に
よ
る
対
立
・
紛
争
が

増
え
る
で
し
ょ
う
、
と
な
り
ま
す
。

ま
た
、［
H
N
8
］
に
あ
た
る
ア
ス
ペ

ク
ト
が
強
い
時
期
は
、
個
人
の
年
運
チ

ャ
ー
ト
で
は
「
自
己
管
理
と
抑
制
が
必

要
な
時
期
で
、
こ
の
時
期
に
ど
れ
だ
け

学
習
、
努
力
す
る
か
で
将
来
の
発
展
に

つ
な
が
る
か
否
か
が
決
ま
る
時
期
」
な

の
で
、
世
界
情
勢
に
当
て
は
め
れ
ば
、

国
家
間
や
民
族
間
で
の
い
ろ
い
ろ
な
交

流
が
抑
制
さ
れ
て
、
各
国
の
国
内
に
お

け
る
発
展
を
促
す
努
力
が
必
要
に
な
る
、

と
い
う
こ
と
で
し
ょ
う
。

さ
ら
に
、［
H
N
9
］に
あ
た
る
ア
ス

ペ
ク
ト
が
強
い
時
期
は
、
個
人
の
年
運

チ
ャ
ー
ト
で
は「
行
動
力
と
戦
闘
力
が

パ
ワ
ー
ア
ッ
プ
し
、
ス
ポ
ー
ツ
・
勝
負

事
に
も
行
き
た
く
な
る
時
期
」
な
の
で
、

世
界
情
勢
に
当
て
は
め
れ
ば
、
や
は
り

国
家
間
や
民
族
間
で
の
競
い
合
い
が
高

ま
る
時
期
、
と
い
う
こ
と
に
な
り
ま
す
。

経
済
発
展
と
保
護
育
成
を
象
徴
す
る

［
H
N
3
］と
美
的
芸
術
能
力
と
調
整
力

を
象
徴
す
る［
H
N
6
］の
チ
ャ
ー
ト
の

棒
グ
ラ
フ
は
全
体
と
し
て
低
め
な
の
で
、

前
記
の
ど
ち
ら
か
と
い
う
と
ネ
ガ
テ
ィ

ブ
な
診
断
を
ポ
ジ
テ
ィ
ブ
な
方
向
に
補

う
パ
ワ
ー
が
弱
い
の
で
、
や
は
り
経
済

面
に
も
問
題
が
起
こ
る
で
し
ょ
う
。

1
月
13
日
（
月
・
祝
）
の
分
科
会
の

と
き
は
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
報

道
は
さ
れ
て
い
ま
せ
ん
で
し
た
の
で
、

パ
ン
デ
ミ
ッ
ク
の
予
測
は
し
て
お
り
ま

せ
ん
が
、
や
は
り
今
年
の
「
ア
ス
ト
ロ

ハ
ー
モ
ニ
ッ
ク
チ
ャ
ー
ト
β
」
に
よ
る

春
分
図
か
ら
も
、
2
0
2
0
年
度
の
世

界
情
勢
は
経
済
面
も
含
め
て
、
国
家
間

の
対
立
や
国
内
で
の
抑
制
も
絡
ん
で
厳

し
い
も
の
に
な
り
ま
す
。

と
こ
ろ
で
7
年
間
～
十
数
年
の
期
間

の
世
の
中
の
大
き
な
流
れ
は
、
外
惑
星

（
天
王
星
、
海
王
星
、
冥
王
星
）の
動
き

に
象
徴
さ
れ
ま
す
。
天
王
星
は
そ
れ
が

通
過
中
の
星
座
が
象
徴
す
る
分
野
に
、

大
き
な
変
革
や
軋
轢
を
生
じ
さ
せ
ま
す
。

2
0
1
9
年
1
月
の
第
4
回
占
星
学

と
運
命
創
造
学
の
研
究
分
科
会
で
も
予

測
致
し
ま
し
た
が
、
2
0
1
9
年
3
月

か
ら
天
王
星
は
経
済
と
金
融
の
星
座
、

牡
牛
座
に
入
り
ま
し
て
、
世
界
は
2
国

間
あ
る
い
は
多
国
間
に
お
け
る
経
済
面

で
の
対
立
が
深
ま
る
傾
向
が
見
て
取
れ

ま
す
。
前
記［
H
N
1
］
に
お
け
る
源

チ
ャ
ー
ト
の
春
分
図
で
は
、
牡
牛
座
に

そ
の
支
配
星（
大
家
さ
ん
）の
金
星
が
、

水
瓶
座
の
月
と
ハ
ー
ド
な
ア
ス
ペ
ク
ト

●❾ ●
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で
あ
る
90
度
を
形
成
し
て
い
る
の
で
、

こ
れ
も
経
済
的
対
立
を
深
め
ま
す
。

米
中
貿
易
戦
争
、
日
韓
対
立
、
英
国

の
E
U
離
脱
、
ド
イ
ツ
銀
行
の
経
営
危

機
等
今
後
懸
念
さ
れ
る
問
題
が
山
積
み

で
、（
こ
こ
か
ら
分
科
会
後
追
加
）今
年

初
め
に
中
国
で
未
知
の
感
染
症
と
し
て

報
道
さ
れ
、
現
在
は
世
界
に
拡
が
り
パ

ン
デ
ミ
ッ
ク
に
な
っ
た
新
型
コ
ロ
ナ
ウ

イ
ル
ス
は
さ
ら
に
世
界
経
済
全
体
を
下

降
さ
せ
る
で
し
ょ
う
。

2
0
2
6
年
に
天
王
星
が
牡
牛
座
か

ら
双
子
座
に
抜
け
ま
す
が
、
今
年
か
ら

そ
れ
ま
で
の
期
間
に
世
界
恐
慌
が
起
こ

る
懸
念
は
あ
り
ま
す
。（
図
ら
ず
も
新
型

コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
パ
ン
デ
ミ
ッ
ク
が

そ
の
引
き
金
を
引
き
そ
う
で
す
。）

覇
権
を
象
徴
す
る
冥
王
星
は
2

 
0
 0 

8
年
12
月
か
ら
山
羊
座
に
入
り
、
春
分

図
は
山
羊
座
の
24
度
あ
た
り
で
、
火
星
、

木
星
、
土
星
と
も
合
（
同
じ
位
置
）
を

形
成
し
て
い
ま
す
。
山
羊
座
は
政
治
や

社
会
秩
序
に
関
わ
り
、
冥
王
星
に
絡
む

星
々
も
強
力
な
パ
ワ
ー
を
も
っ
て
お
り
、

火
星
と
木
星
は
ほ
ぼ
完
璧
な
合
な
の
で
、

争
い
や
戦
い
が
促
進
さ
れ
る
年
に
な
り

そ
う
で
す
。

さ
ら
に
問
題
な
の
は
、
地
象
の
星
座

の
山
羊
座
に
火
星
、
木
星
、
冥
王
星
、

土
星
が
近
接
し
て
い
る
の
は
、
地
震
も

招
き
や
す
い
配
置
な
の
で
、
日
本
で
は

関
東
、
東
海
、
東
南
海
、
南
海
等
の
大

地
震
に
も
警
戒
が
必
要
で
す
。

海
王
星
は
2
0
1
2
年
2
月
か
ら
2

0
2
5
年
3
月
ま
で
、
自
分
が
支
配
星

（
そ
の
星
座
の
大
家
さ
ん
の
立
場
）
で

あ
る
魚
座
を
通
過
し
て
い
ま
す
。
支
配

星
が
支
配
星
座
を
移
動
中
は
そ
の
パ
ワ

ー
を
1
番
発
揮
す
る
と
言
わ
れ
、
海
王

星
が
魚
座
に
入
っ
て
か
ら
既
に
8
年
が

経
過
し
て
お
り
ま
す
の
で
、
社
会
や
世

界
に
対
し
て
い
ろ
い
ろ
な
影
響
が
出
て

お
り
ま
す
。
悪
い
面
で
は
水
害
が
増
え

た
り
、「
フ
ェ
イ
ク
ニ
ュ
ー
ス
」
が
多

発
す
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
が
、
海
王
星

は
「
サ
イ
」
や
「
ス
ピ
リ
チ
ュ
ア
ル
」
を

象
徴
す
る
星
な
の
で
、
人
間
の
霊
性
や

本
質
に
つ
い
て
の
関
心
や
探
求
が
深
ま

っ
て
お
り
ま
す
。

日
本
で
は
2
0
1
1
年
3
月
11
日
の

東
日
本
大
震
災
を
き
っ
か
け
に
し
て
、

「
人
間
に
と
っ
て
本
当
の
幸
せ
と
は
何

だ
ろ
う
?
」
と
い
う
テ
ー
マ
や
、
人
々

の
「
絆
を
深
め
た
い
」
と
い
う
想
い
が

強
く
な
っ
て
お
り
ま
す
。

世
界
的
に
ス
ピ
リ
チ
ュ
ア
ル
な
研
究

や
セ
ミ
ナ
ー
や
催
事
、
組
織
も
盛
り
上

が
っ
て
お
り
、
欧
米
で
は「
マ
イ
ン
ド
フ

ル
ネ
ス
」
と
し
て
改
め
て「
瞑
想
」の
心

身
に
与
え
る
良
い
効
果
が
伝
え
ら
れ
た

り
、
日
本
で
も
ヨ
ー
ガ
や
仏
教
、
神
道

や
他
の
宗
教
に
対
す
る
関
心
も
高
ま
っ

て
お
り
ま
す
。

日
本
サ
イ
科
学
会
も
人
間
の
霊
性
や

本
質
と
潜
在
能
力
に
つ
い
て
、
自
然
科

学
を
土
台
に
し
て
探
求
し
て
い
る
学
会

で
あ
り
、
見
え
な
い
も
の
を
探
求
・
測

定
し
、
理
論
づ
け
る
と
い
う
、
あ
る
意

味
で
は
二
律
背
反
の
困
難
さ
が
あ
る
の

で
す
が
、
自
然
科
学
の
辿
る
方
向
性
と

し
て
は
必
然
の
道
で
あ
り
、
こ
れ
か
ら

十
分
時
間
を
か
け
て
探
求
す
る
こ
と
で

真
理
が
見
え
て
く
る
で
し
ょ
う
。

2
0
1
5
年
9
月
に
国
連
本
部

に
て
採
択
さ
れ
たSD

Gs

（Social�
D
evelopm

ent�Goals

：
持
続
可
能
な

開
発
目
標
17
項
目
）
は
、
人
類
の
よ
り

良
い
未
来
を
創
ろ
う
と
い
う
意
志
で
す

し
、
日
本
に
お
け
る
「
働
き
方
改
革
」

も
真
に
意
義
あ
る
も
の
に
向
か
え
ば
、

方
向
性
は
同
じ
だ
と
思
い
ま
す
。

「
禍
福
は
糾
え
る
縄
の
如
し
」
と
い

う
言
葉
の
よ
う
に
、
令
和
2
年
度
は
厳

し
い
時
期
だ
と
は
思
い
ま
す
が
、
海
王

星
の
示
す
、
よ
り
精
神
的
、
霊
的
に
高

い
生
き
方
を
目
指
す
流
れ
も
あ
り
、
今

後
人
類
は
い
ろ
い
ろ
な
経
験
を
積
み
な

が
ら
、
科
学
と
同
時
に
ス
ピ
リ
チ
ュ
ア

ル
な
面
で
も
発
展
し
て
い
く
こ
と
は
間

違
い
な
い
で
し
ょ
う
。

　
　
　
　

◆　
　
　
　
　

◆

第
四
四
五
回
関
西
日
本
サ
イ

科
学
会
研
究
集
会
報
告

「�

目
に
見
え
な
い
『
場
』
の
法
則

～
未
来
を
動
か
す「
場
と
い
う

妖
怪
」～

　
　
　
　

講
師　

水
口　

清
一�

氏

�

（
A
I
マ
ン
ダ
ラ
研
究
所
長
）

と
き
：
令
和
2
年
2
月
15
日（
土
）

と
こ
ろ
：
阿
倍
野
市
民
学
習
セ
ン
タ
ー

講
演
内
容

今
は
米
中
戦
争
の
ま
っ
た
だ
中
で
す

が
、
こ
の
米
中
戦
争
が
世
界
を
変
え
て

い
き
ま
す
。
2
0
2
0
年
は
新
時
代
の

タ
ー
ニ
ン
グ
ポ
イ
ン
ト
と
な
る
で
し
ょ

う
。
時
代
は
も
の
す
ご
い
勢
い
で
未
来

に
進
ん
で
い
ま
す
。

と
こ
ろ
で
、「
場（
ば
）」と
は
何
か
？

一
言
で
い
え
ば
、
な
ん
ら
か
の
力
に
よ

っ
て
満
た
さ
れ
た
空
間
の
こ
と
で
す
。

●� ●
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と
い
っ
て
も
何
の
こ
と
か
わ
か
り
ま
せ

ん
ね
。
存
在
の
哲
学
で
あ
る
科
学
が
、

「
場
」
と
い
う
概
念
を
切
り
捨
て
て
し
ま

っ
た
か
ら
で
す
。「
場
」に
注
目
す
れ
ば
、

未
来
に
対
処
す
る
方
法
が
見
つ
か
る
か

も
し
れ
ま
せ
ん
。

時
代
は
「
場
」
で
動
い
て
い
ま
す
。

し
か
し
、「
場
」
が
何
で
あ
る
か
を
理
解

で
き
な
け
れ
ば
対
処
の
し
よ
う
が
あ
り

ま
せ
ん
ね
。
た
と
え
「
場
」
が
何
た
る

か
を
知
ら
な
く
て
も
、
す
で
に
多
く
の

人
は
「
場
」
と
い
う
見
え
な
い
エ
ネ
ル

ギ
ー
に
飲
み
込
ま
れ
て
い
る
の
が
現
実

で
す
。「
場
」
に
は
型
が
あ
り
、
そ
の
型

が
共
鳴
し
な
が
ら
未
来
に
進
み
ま
す
。

「
場
」、
そ
れ
は
目
に
見
え
な
い
妖
怪
の

よ
う
な
存
在
で
す
が
、「
場
」に
は
階
層

が
あ
り
ま
す
。

宇
宙
の
「
場
」、
人
類
社
会
の
「
場
」、

国
家
の
「
場
」、
会
社
の
「
場
」、
地
域

社
会
の
「
場
」、
家
庭
の
「
場
」
が
混
沌

と
融
合
し
て
、
そ
れ
が
「
意
識
場
」
の

エ
ネ
ル
ギ
ー
と
な
り
社
会
は
渦
巻
い
て

い
ま
す
。
陰
陽
師
、
忍
者
、
孫
子
、
み

ん
な「
場
の
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
」の
達
人
で

す
。
華
僑
商
法
も
同
じ
、
ま
さ
に「
場
」

を
読
み
な
が
ら
「
場
」
に
乗
っ
て
い
る

の
で
す
。
彼
ら
の
共
通
点
は
姿
を
見
せ

な
い
陰
の
主
で
す
。

「
今
」
の
延
長
線
上
で
は
未
来
は
見

え
て
き
ま
せ
ん
。
し
か
し
「
場
」
を
知

る
こ
と
で
未
来
が
見
え
て
き
ま
す
。
社

会
シ
ス
テ
ム
は
、
人
工
的
（
機
械
的
）

な
組
織
か
ら
有
機
シ
ス
テ
ム
（
生
物

系
）に
移
行
し
て
行
き
つ
つ
あ
り
ま
す
。

情
報
化
社
会
と
は「
場
で
動
く
社
会
」

で
す
。
意
識
は「
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ

ン
」
で
成
り
立
っ
て
い
ま
す
。
お
互
い

の
意
識
は
共
振
、
共
鳴
し
な
が
ら
、
た

え
ず
変
化
し
て
い
ま
す
。そ
の
場
所（
物

理
的
な
場
所
と
心
理
的
な
場
所
）を「
意

識
場
」
と
私
は
呼
ん
で
い
ま
す
。「
意
識

場
」の
情
報
交
換
は「
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ

ョ
ン
」
で
す
。
こ
の「
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ

ョ
ン
」
の
あ
り
方
が
、
組
織
を
活
性
化

し
た
り
不
活
性
に
し
た
り
し
ま
す
。

生
体
の
情
報
を
統
合
し
て
い
る
の
は

「
脳
」で
す
が
、
同
じ
よ
う
に
ど
ん
な
組

織
に
も
必
ず
リ
ー
ダ
が
存
在
し
ま
す
。

今
ま
で
の
機
械
的
（
縦
型
組
織
）
な
組

織
か
ら
、
生
物
的
（
横
型
組
織
）
に
移

行
し
た
と
き
の
リ
ー
ダ
シ
ッ
プ
の
執
り

方
は
全
く
違
っ
て
き
ま
す
。
そ
の
研
究

モ
デ
ル
が
生
物
系
で
す
が
、
生
命
は
臓

器
の
寄
せ
集
め
で
な
く
「
生
命
場
」
で

動
い
て
い
る
の
で
す
。

こ
れ
か
ら
の
組
織
は
、
生
物（
有
機

シ
ス
テ
ム
）
の
よ
う
な
神
経
系
（
情
報

系
）の
ダ
イ
ナ
ミ
ッ
ク
な
動
き
の
中
で
、

た
え
ず
変
化
に
対
応
で
き
る
よ
う
に
進

化
し
て
い
く
で
し
ょ
う
。

◎
水
口
清
一（
み
ず
ぐ
ち
き
よ
か
ず
）氏

の
プ
ロ
フ
ィ
ー
ル

1
9
6
0
年
代
よ
り
人
間
の
無
限
の

可
能
性
を
引
き
出
す
た
め
、
右
脳
開
発

や
速
読
な
ど
の
加
速
学
習
法
、
夢
の
実

現
法
、
超
能
力
や
シ
ン
ク
ロ
を
起
こ
す

方
法
な
ど
の
潜
在
能
力
開
発
、
未
来
予

知
法
、「
意
識
場
」に
よ
る
次
世
代
の
会

社
経
営
・
管
理
法
な
ど
、
先
駆
的
な
セ

ミ
ナ
ー
や
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
開
発
し
て
き

た
。
大
学
時
代
は
探
検
部
に
所
属
、
全

国
の
山
々
を
探
索
。
熊
野
で
言
霊
と
禅

の
行
を
修
め
、
東
洋
の
神
秘
に
触
れ
る
。

東
洋
思
想
に
も
と
づ
く
独
自
の
視
点
に

も
と
づ
く
未
来
予
知
に
は
定
評
が
あ
り
、

テ
レ
ビ
、
新
聞
、
週
刊
誌
、
ラ
ジ
オ
な

ど
マ
ス
コ
ミ
で
も
取
り
上
げ
ら
れ
た
。

「
夢
の
プ
ラ
ッ
ト
ホ
ー
ム
」
を
主
宰
。

A
I
マ
ン
ダ
ラ
研
究
所
・
所
長
。
潜
在

能
力
の
開
発�

催
眠
法
、
イ
メ
ー
ジ
コ
ン

ト
ロ
ー
ル
、
超
意
識
、
言
霊
、
数
霊
、

場
の
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
、
創
造
性
開
発
、

瞑
想
、
東
洋
思
想
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
づ

く
り
、
未
来
予
知
、
夢
の
実
現
法
な
ど

を
専
門
分
野
と
し
て
先
駆
的
な
プ
ロ
グ

ラ
ム
を
開
発
。
セ
ミ
ナ
ー
や
企
業
研
修

な
ど
幅
広
く
活
動
し
て
い
る
。

著
書
に「
潜
在
意
識
の
大
活
用
」、「
バ

ー
チ
ャ
ル
社
会
と
意
識
進
化
」、「
未
来

予
知
能
力
の
開
発
」、「
人
は
み
ん
な
魔

法
使
い
」、「
人
生
は
魔
法
の
世
界
だ
」、

「
90
日
で
願
い
が
叶
う
魔
法
の
本
」、「
こ

れ
か
ら
日
本
の
時
代
に
な
る
理
由（
わ

け
）」�

な
ど
多
数
。

　
　
　
　

◆　
　
　
　
　

◆

第
四
四
六
回
関
西
日
本
サ
イ

科
学
会
研
究
集
会
報
告

前
世
療
法
の
現
場
か
ら
～
宇
宙
人
、

霊
界
、
天
界
、
未
来
世
、
胎
内
記

憶
…
見
え
な
い
世
界
の
リ
ア
ル
～

　
　
　

講
師　

根
本　

恵
理
子�

氏

�

（
前
世
療
法
家
、
催
眠
療
法
家
）

講
演
内
容

前
世
療
法
と
は
、
催
眠
誘
導
と
い
う

言
葉
の
技
術
で
、
脳
波
を
深
い
リ
ラ
ッ

ク
ス
状
態
に
導
き
、
普
段
記
憶
に
上
る

こ
と
は
な
い
け
れ
ど
残
り
続
け
て
い
る

「
記
憶
」
に
ク
ラ
イ
ア
ン
ト
自
身
が
ア

ク
セ
ス
し
て
イ
メ
ー
ジ
化
し
、
意
識
の

解
放
や
気
づ
き
を
導
く
手
法
で
す
。

見
え
て
く
る
の
は
肉
体
を
超
え
た
記

憶
で
あ
る
「
過
去
生
」
だ
け
で
は
あ
り



ある「内部刺激の場合（イメージ）」は先（前）に
意識することになる、と考えている。この仮定
を証明する為の実験には、有名な山本幹男、小
久保秀之、河野貴美子らの遠当ての実験結果

（2002, ISLIS、20−2、pp.331−336）がある。遠
当てとは、送信者の意念で、数メートル以上離
れている受信者（後ろ向き）に対し、非接触で、
急に激しく後退させる（倒す）現象で、サイ現
象の一種（マクロPK）である。2重盲検法試験
を用いており、40年にわたって訓練を続けてき
た師範同士の場合について、受信者と送信者の
間の反応の時間差を調べたところ、出現頻度の
3つの大きなピークがあった。差が0秒のピーク
の両側に、−42秒と+37秒の3つの山（ピーク）
が生じている。またそれぞれは統計的に1%有
意であった。これは、本報の提案として、…意
識が「壁」を通る時に、時間がかかる…を用い
れば、「行為」が先で「意識」が後（通常現象の
場合）と、「意識」が先で「行為」が後（イメージ
によるサイ現象の場合）を意味している（表して
いる）と判断する事にした。その他として、超
常現象（念写､ 念球など）の場合について、被

験者の意識とターゲットとの間の時間差を調べ
たところ、筆者らの透視・念写実検並びにメタ
ルPK実験の場合にも、時間差の値の大きさは
異なるが、同一傾向の結果が現われている。

（3）生体から放出される陰・陽のspin対
不安定性を持つ原子核内の中性子に、直接

に働きかけることが出来るのは、生体の皮膚
（チャクラ、経穴）から放出されるスカラー波（雲
状SPI-spin対群）であろう。臨床を伴う伝統的
な東洋医学、ならびに近年の本山博・博士らの
測定・実験（経穴）によると、体内の経絡を流
れる気（サイ）には、陰経（陰の気）と陽経（陽の
気）がある。気（サイ）放射時にはこの両者が拮
抗対峙して相殺ゼロが形成され、横波が縦波
に変化して、スカラー波（テスラ波）になって放
射されるのであろう､ と判断する。体外に出た
雲状SPI-spin対（光子）群は、陰と陽とが巴型
になった中性の状体なので、原子核の内外にあ
る電子等に影響される事が無く、直接原子核内
の中性子に達してエネルギーを得て、念力（PK）
を遂行させているのであろう、と判断している。

●� ●

ま
せ
ん
。
私
達
は
多
次
元
の
存
在
で
あ

り
、
人
間
と
い
う
あ
り
方
は
、
そ
の
ほ

ん
の
一
部
の
現
れ
で
あ
る
こ
と
が
、
数

多
く
の
セ
ッ
シ
ョ
ン
を
通
し
て
わ
か
っ

て
き
ま
し
た
。
前
世
療
法
の
現
場
で
遭

遇
し
た
、
過
去
生
「
以
外
の
」
レ
ア
ケ

ー
ス
を
ご
紹
介
い
た
し
ま
し
た
。
チ
ャ

ネ
リ
ン
グ
、
ヒ
ー
リ
ン
グ
、
テ
レ
パ
シ

ー
、
リ
モ
ー
ト
ビ
ュ
ー
イ
ン
グ
な
ど
と

も
共
通
す
る
、「
見
え
な
い
世
界
」
と
関

わ
る
テ
ク
ニ
ッ
ク
に
つ
い
て
も
お
話
し

し
ま
し
た
。
意
識
の
扉
を
開
け
る
こ
と

は
特
殊
な
こ
と
で
も
難
し
い
こ
と
で
は

あ
り
ま
せ
ん
。
重
く
暗
い
イ
メ
ー
ジ
が

つ
き
ま
と
っ
て
い
た
「
前
世
」
を
、
明

る
く
楽
し
く
分
か
り
や
す
く
お
伝
え
で

き
る
よ
う
心
掛
け
て
い
ま
す
。

な
お
講
演
会
の
前
後
に
大
阪
に
滞
在

し
、
前
世
療
法
の
個
人
セ
ッ
シ
ョ
ン
を

受
け
付
け
、
実
際
に
催
眠
、
前
世
を
体

験
す
る
貴
重
な
機
会
と
な
り
ま
し
た
。

ヒ
ー
ラ
ー
や
チ
ャ
ネ
ラ
ー
の
方
に
と
っ

て
は
能
力
を
使
い
こ
な
す
た
め
の
ヒ
ン

ト
に
も
な
っ
た
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う

か
。

◎�
根
本
恵
理
子
（
ね
も
と
え
り
こ
）
氏

の
プ
ロ
フ
ィ
ー
ル

前
世
療
法
家
、
催
眠
療
法
家（
ヒ
プ

ノ
セ
ラ
ピ
ス
ト
）。
東
京
大
学
文
学
部

心
理
学
科
卒
。
心
理
学
者
を
目
指
す
も

挫
折
。
地
方
公
務
員
と
し
て
勤
務
の
か

た
わ
ら
国
際
中
医
師
A
級
取
得
。
東

洋
医
学
サ
ロ
ン
を
準
備
中
に
前
世
療
法

と
出
会
い
人
生
が
変
わ
る
。
2
0
1
1

年
よ
り
横
浜
市
鶴
見
区
で
前
世
療
法
サ

ロ
ン
P
A
D
O
M
A
を
オ
ー
プ
ン
。
自

分
自
身
の
見
た
前
世
を
報
告
し
た
ブ

ロ
グ『
私
の
前
世
療
法
』
が
人
気
に
。

2
0
1
2
年
よ
り
体
験
型
の
前
世
療
法

講
座
も
開
始
、
日
本
全
国
各
地
で
講
演

活
動
。
2
0
1
5
年
に『
月
刊
ム
ー
』上

で
辛
酸
な
め
子
さ
ん
の
漫
画
取
材
を
受

け
、『
魂
活
道
場
』に
掲
載
、
後
に
単
行

本
化
。
2
0
1
6
年
L
A
で
初
の
海
外

セ
ミ
ナ
ー
開
催
。
同
年
N
Y
で
前
世
療

法
の
第
一
人
者
ブ
ラ
イ
ア
ン
・
ワ
イ
ス

博
士
の
前
世
療
法
セ
ミ
ナ
ー
受
講
。
ア

ベ
マ
T
V
で
催
眠
誘
導
の
実
演
生
放

送
。
2
0
1
9
年
4
月
、初
の
著
書『
自

分
で
自
宅
で
見
る
～
セ
ル
フ
前
世
療
法

（
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
誘
導
音
声
付
き
）』
を

発
売
。
11
月
東
京
タ
ワ
ー
と
港
区
三
田

へ
サ
ロ
ン
移
転
、
東
京
と
神
戸
の
2
拠

点
生
活
を
予
定
し
て
い
る
。
著
書
に『
セ

ル
フ
前
世
療
法
』（
ク
ラ
ブ
ハ
ウ
ス
社
・

1
5
0
0
円
税
別
）、『
魂
活
道
場
』（
学

研
プ
ラ
ス
・
1
2
0
0
円
税
別
）な
ど
。

　
　
　
　

◆　
　
　
　
　

◆
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（1）はしがき
マクロ念力（PK）は、心（意識、無意識）と物

質が、直接に情報・エネルギーを交換する現象
であり、仲介する物質をサイ（気）と言う。古く
から、広く知られているが、心が不明なので、
現在でもその機構を説明する事はできない。本
稿では、PK現象（透視）に及ぼす意識の役割に
ついて、定性的な立場から、初歩的な検討を試
みる。

（2）意識と無意識の役割
意識は大脳皮質が司る理性・知性である。意

識｛1｝は移動型の陽（+）で魂（コン）、意識｛2｝
は固定型の陰（−）で袙（ハク）、一般には前者は
意識、後者は無意識という。心は意識と無意識
から構成されている。サイ現象は、多くの場合、
イメージ（意念）の指示に従って生起してくる場
合が多い、この時、意識と無意識の果たす役割
が問題になる。

山下裕人師（少年時）の透視を視る。透視は
肉眼を用いないで物を視る行為である。遮蔽
物を用いて肉眼が機能しない様にしておいてか
ら、「視よう」と努力しないと透視現象は起きて
こない。具体的には動機付け、意欲、感受性、
興味（好奇心）、リラックス集中、自然な雰囲気、
ゲーム感覚、等についての凖備が必要であり、
これを意識が担当している。呼吸法や瞑想法な
どを用いて、脳活動の自由度を制限して（脳波
を7～8Hz程度に）、イメージを続けると、無意
識が機能してくる。「視たい」ということで、ゆっ
くりした呼吸に合わせて、意念を集中する。暫
くすると（約5秒程度）、サイ（気）の光が向側か
ら「パーン」、「パーン」と断続的にやってきて、
額の前（前頭葉）付近に映画のスクリーン状の
メンタルスクリーン（幻覚）を「スー」と形成させ
る（出てくる）。あとで、総合判断すると（推定）、
この光は陰・陽の生体内を流れる微細身素粒子

（サイ）と同種であるらしい。この上に透視対称
物を写し出して、心で、視ることになる。

対称物の判断が容易な「画像、文字」の場合

には（簡単な文字、数字等）、肉眼と同じように
視える（多分、右脳の新皮質利用）。複雑であ
り、判断が難しいと思われる「難しい画像や文
字」（左脳の判断が必要）の場合は、鏡像（左右
が逆）にみえる場合が多い。しかし、まれには
レンズ状（倒立像、鏡が上にある）になる事もあ
る。この時、意識してみる肉眼視の場合を「此
方から視る」とする。非肉眼視の透視の場合は

「向こう側から視る（つまり鏡像）」であり、両者
を隔てる「壁」の存在が判断される、意識の向
こう側にある「壁」を介して、無意識の世界の
在ることが推定できる。このメンタルな「壁」を、
通常は、抗暗示障壁と呼んでいる。

一般の場合の一例として、カリフォルニア大
学脳神経学者のベンジャミン・リベット（1990
代～現在）の場合をみる。品物を動かそうとす
る意識と筋肉や運動野の神経活動との間の時間
差（タイミング）を測定したところ、「動かそうと
する意識」よりも「実際には、0.35秒先に活動し
始めている」、という結果を得た。慶応大学の
ロボティクス学者の前野隆司は、手のひらの触
覚の研究において、タッチとしての接触（意識
に昇らない）と把握力（意識している）の関係の
実験・解析から、結論として「無意識の触覚が
先にある。意識とは、無意識が処理した事柄を
結果として把握する為の装置である。つまり意
識とは脳中の幻想（illusion）である」と言う意味
の「受動性意識仮説」を提案している。さらに
認知科学者の茂木健一郎は「意識は行動を後追
いする幻想ではあるが、クオリア（質感）をもっ
ている」と主張している。

これらの現代科学（通常現象）の研究による
と「意識は行動を0.35秒後追いしている」という。
これは行動の情報が「壁」を通るのに0.35秒か
かったのであろう。これに反し、まず、イメー
ジ（内部情報）した後で、「壁」を介して行動に
移る場合は、逆に約0.35秒先になると考える。
つまり、意識｛1｝が「壁」より上の脳内新皮質に
ある通常の「外部刺激の場合は」後で、意識｛1｝
が「壁」より下の無意識域（旧皮質、古皮質）に

念力（透視）現象生起時の意識（ASC、無意識）念力（透視）現象生起時の意識（ASC、無意識）
栗田　慶祐



れる。ネズミにおいても、「工事前、船の沈没、
火事発生があると、逃げたり大移動する」とい
う話が古来からあり、これは地震だけでなく、
色々な災害をも予知する高い能力があるのでは
ないかと思われる。

カラスも、地震前には異常に騒ぐ、攻撃する
等の異常行動をとると言われているが、鳥類の
中では一番脳が発達しており、地震への感応も
鋭いのではないかと思われる。また、脳細胞内
には磁石があるが、これにより磁気の異常を呈
する地震等の感応度も高いのではないかと考え
られる。

ゾウの津波を察知する能力については、スリ
ランカ地震時に既知のとおり津波発生前に高台
等に逃れ、被害に遭っていないと証明されてい
るがその理由は解明されていない。

これら動物の、一つ一つの地震事例をみると、
「地震発生前に、動物達は異常行動をしている」
という結果を出さざるを得ないのではないか。
検証をするうえで、動物予知の難しさはあるが、
動物と常に接している飼い主、動物の飼育員等
は日常の動作、挙動から異常に気がつき、後講
釈ではあるが「やはり、予知していた」と評価し
ているようである。ただし、動物の異常に気付
くべき人間も動物であることから判断に幅があ
り、例えば地震に敏感であり注意を払い動物の
行動にも意識を払っているタイプと、何も感じ
ない、このことに無関心なタイプでは、結果が
大きく変わって来ると思われる。

また、動物界の頂点に位置する人間は、地震
予知が出来るかということになるが、昔から世
界各国の霊能者、占星術師の一部の人達により
予知・予言されているが、結果についてはまち
まちで判断は分かれる。この様に、人、動物共
に地震予知についての事例等が多いが、評価
については難しい。従来、伝えられている「動
物が、鳥が騒いだ、逃げた」等では、他の事例
でも考えられ、地震予知と結びつけることは難
しいことから、今後の動物による予知について
の検証方法としては、地震計と同様に同一地区

（施設）に、同一動物を24時間体制で、長期間
計測することと、動物体の心拍、血圧、血液成
分を適時検診し、異常時前後における動物体の
生理と、日常生活の観測結果を、地震計等によ

り観測しているデーターと比較検討をしていく
ことにより、いわゆる科学的な裏付けのある「動
物が予知をする。」となっていくのではないか。

まとめ
ネズミ、ゾウ、犬等の動物及びナマズ等を含

む魚類や、過去の事例の検証では、確かに地
震発生前に異常な行動をとっている。しかし、
動物である人間が各予知現象を見ても、その現
象を判断できないケースから、全ての「動物は
予知する」と言い切ることは難しい。だが、地
震発生前には多くの動物、魚類が異常行動をと
り、また雲等にも異変が見られ観測もされてい
ることから、検証の仕方によっては地震予知は
可能といえる。ただし、人間だけの予知につい
てみると、昔から世界中の霊能者、占星術師が
地震について予知、予言しているが、結果につ
いてはやはり判断が分かれるところである。

また、霊能者某氏の話で昆虫、鳥等に「高い
所に巣を作りなさい。｣と教え、水没しないです
んだということと、低いところの巣作りは地震
等が多いとの話についてみると、これは我々人
間が認識できない摩訶不思議なことと判断せざ
るを得ないが、巣作り等の現状を確認すれば有
り得ることであり否定は出来ない。

今後、「動物の地震予知」を予知学として位
置付けするのには、例えば、動物達が電磁波を
察知して異常行動を起こしても、これが地震に
よるものなのか、他の電気製品等の原因等によ
るものなのか、また察知しても発生年月日の特
定ができるのか、判断が難しい。そこで、多く
の科学的データーを宏観異常現象観測として長
期に亘り、積み重ねて因果関係の説明が明らか
にできることと、前兆現象があっても、類似の
現象との比較検証が可能でなければならないこ
とは、地震予知の条件となるであろう。

また、動物等の行動では、平時の特異行動と
異常時での行動パターンについて、規則性があ
るか、特異の行動を呈する共通現象等があるの
かを明確な形で説明、提示することが必要であ
り、これ等の検証が無くては非科学的なものと
して扱われ、「そういえば」的な伝承に止まざる
を得ない。そのため、多岐にわたる現象を科学
的見地から解析し「地震予知学」までに位置付
けして行くことが必要と思われる。
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安定等の症状が目立った等の動物診断がされ
た。このことは、地震は人間の精神面に影響を
与えるが、同じく動物にも大きな影響を与えて
いるということが分かる。

2004年12月29日に、スマトラ島沖にM9の
地震が発生し、これに伴う津波では、インド洋
沿岸諸国で30万人以上、スリランカでは2万人
以上の犠牲者が出たが、ヤラ国立公園内に生息
している野生動物（ゾウ、ヒョウ等）は、津波が
発生することを事前に分かっていて高台に逃げ
たためか、これらの死骸は発見されていないと
報告されている。2007年3月25日発生の能登
半島地震では、輪島市門前町地区で本震前に

「バリバリ、ドン」という異常音を住民が確認し
ていたことがあった。

さらに、「ここ2～3ヶ月能登半島西側で魚が
釣れなかったので、地震が起きるのではないか
と思っていた」との話もあった。これらは、事例
報告であるが、国内の民間に言い伝えられてい
る、主なものを述べると、①井戸から、音が聞
こえたり、水位が著しく変動する。②龍のよう
な雲が、立ち上がるときは地震が近い。③朝焼
けの、太陽の光柱現象は前触れ。④夜間、昼
間のように明るい時（発光現象）。⑤日中、カラ
スの大群が移動、異常に騒ぐ時は地震の可能
性がある。⑥大地震前には、磁石に付いていた
鉄片が離落する。⑦地震の前には、ネズミが居
なくなる。⑧雉が騒ぐ時。⑨海、川等で魚類を
見なくなり、又、地震の前は大漁あり。⑩ナマ
ズが多く獲れる、多く跳ねる時。等の地震を予
知していると思われる多くの伝承がある。

2011年3月11日に発生した、東日本大震災後
に調査を岩手県、宮城県、福島県の動物関係
者に聞き取りを行ったが、この震災が余りに大
きかったためか、記憶として残っていないよう
であった。また、多くの動物達が飼い主ととも
に流されてしまい、聴取することが困難であっ
た。この地震については、従来の地震と異なり、
地震計にも示されているように、前触れがなく
突然大震災が起きたため、人はもちろん動物た
ちも予知できなかったのかとも考えられた。

日本だけでなく、世界での地震前の動物達の
異常行動についての報告は、殆どが似通ってい
るが、これらから「動物達が予知行動をしてい
る」という解釈をすることが出来ることと、各国

での諸現象の申し合わせは有り得ないため、そ
こには作為的意思が入り難いと考えられること
から予知現象を肯定的に考えたい。宏観異常現
象を否定論的に見れば、例えば、1975年中国
海城では、前震である微震が続いていたから、
地震を事前に察知していたとの解釈がされてい
る。しかし、宏観異常現象観測による地震予知
を否定するだけでは、震度計測定等を含む総合
的な地震の予知学としては進歩していかないこ
とから、諸現象を課題として取り入れ、科学的
に解析していくことにより、地震予知としての
位置付けが出来るのではないかと思慮される。

異常な雲が見え、地震が発生しそうだとの視
覚的現象判断により予想された時、結果として
数多くの地震発生を的中させている。だが、ア
カデミズムでは飛行機雲を含めた他の雲との鑑
別が困難であると、地震雲を否定評価している。
絶対的な肯定、否定から入るのではなく、なぜ
地震雲の発生が起こるのかを、科学者としては
検証しなければならず、それがなければ地震予
知の究明には程遠くなっていくと考える。

犬・ネコが、他の動物より地震に強く感応す
るというデーターがあるが、これらは常に人間
の側にいて、観測しやすいために、データーと
して高い数値になったとも考えられるが、各地
の報告をみれば、確かに予知していると思われ
る結果が出されている。

なぜ、人以外の動物に感応する能力が強い
のかは推定の域を出ないが、犬と人を生理的
能力で比較してみると、犬は人の3～4才位の
知能を持っており、ある程度の認識が可能で
ある。聴覚は、人（16～20 ,000Hz）、犬（65～
50,000Hz）であり、犬は高い音に敏感で、人の
何倍もの高い能力を示している。嗅覚では、嗅
球細胞が、人（500万個）、犬（1～2億個）から、
臭いに対して犬は桁外れの能力を持っているこ
とになる。そこで、これら以外の能力を含めて、
犬は地震に対して、人には感じない特別な能力
を持っているのではないかと推定される。

ナマズでは、他の魚類と比較し生理的にも鋭
い感覚を保持し、地震への感応は鋭いと思われ
るが、「古来から、ナマズは地震を感じる」とい
う伝承としての位置付けからも、ナマズについ
ては今後研究の必要性が十分にあると思慮さ
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利用して観測し予測する。④ナマズ等の魚が地
電流を、ハト、カラス等の鳥は磁力を感じるこ
とにより予知する：地下岩盤に電圧が発生する
と、地表に電流が流れ地電流となるため、これ
を感じて「ナマズが暴れる」「ヘビ、動物園のワ
ニが騒ぐ」「ミミズが地表に出てくる」等の特異
現象が起こると考えられている。また、ナマズ
が、電気感覚に特に敏感な能力があるとされる
のは、餌である小魚の捕食と、縄張りに対抗す
るため同類のナマズの電位を感じる感覚が（浅
野はナマズの電気感覚が、10～20Hzの電場
に強く反応するとしている）、他の魚類より鋭く
なっているためではないかとされている。この
時、地下岩盤に電圧が発生すると異常に磁場が
発生することから、ハト、カラス等の感磁能力
の強い鳥は、逃げる、騒ぐという状態になると
されている。この鳥、魚の状態を見る、または
観測することにより地震発生を予測する。⑤動
物による予知：地盤構成岩石の花崗岩等が、圧
電効果により電気エネルギーを発生させ、地中
の岩石層から電磁波が発生する。そして、動物
達はその電磁波を察知し地震を予知するのでは
ないかと考えられている。

1988年12月マグニチュード6.8、死者2万5,000
人を出した、ソ連アルメニア地震の地震予知調
査では、犬36%、ネコ17%、鳥15%、ネズミ
9%、魚5%が地震を予知していたとされている。

麻布大学太田教授は、地震前に異常行動を
起こすのは動物が微弱電磁波を敏感に感じるた
めとした実験を実施しており、感じる度合いは
犬20%、ネコ30%の割合であるとするデーター
を出しているが、さらに情報を集計する必要が
あるとしている。

発生例からみると、1855年の安政大地震直
前では、ナマズを獲ろうとしたが、騒ぐため獲
ることができなかったことから、「地震がある」
と記録されている。中国では宏観異常現象の調
査を、30年前から続けているといわれており、
その中でのハト観測では、ハトが夜間でも騒げ
ば異常ありとしている。また、ネズミが群れで
移動、時期はずれのカエルが出現、魚が浮き上
がるなどのケースがあるのは、地震が発生する
予兆であると観測がされている。

1923年9月の関東大震災では、大砲のよう
な大音響があり、大島の噴火が夜中にことさら

目立っていたと記録されている。1975年中国の
海城で、マグニチュード7.3の地震が発生した
が、中国国家地震局が宏観異常現象として、動
物の異常行動のデーターを集め、予知に成功し
被害を最小限に止めることができている。しか
し、翌年の唐山地震では理由は不明だが予知は
失敗し、24万人以上の犠牲者を出している。

1944年のカリフォルニアでは、犬が突然意
味も無く吠え、猫は異常に臆病になり、鳥はカ
ゴの中でこれも異常に飛び回っていたのが観測
されている。また、1999年のギリシャ、トルコ
の地震時にも、同現象が起きていたとの報告が
あった。

1993年5月静岡県伊東市の群発地震では、A
バナナ・ワニ園のワニが騒ぐ、源泉温度が上昇
したと観測されている。同年7月の北海道奥尻
島地震では、多くのネズミ、ヘビが出現する等
の異常が見られた。

1995年1月17日6,000人以上の犠牲者を出し
た、M7.2の阪神大震災では、①神戸市西区に
ある家の周辺から、カラスが2週間ほど前から
居なくなった。②S水族館のイルカが、水中か
ら逃げようとする等の異常行動があった。③明
石海峡大橋付近海域では、小魚の死骸が多く
浮き上がった。④1ヶ月前の徳島県南部では、
イカの記録的大漁があった。⑤神戸市立O動
物園では、2～3日前にアシカが異常行動（地電
流を、人は20V/m程度で反応するが、アシカ
は、0.5V/mでも敏感に反応するためと思われ
る）を、起こしていたのを館長が確認している
等、多くの異常現象が報告されている。そして、
地震後にK市獣医師会に、「動物の地震予知に
ついて、何か感じることはあったか」のアンケー
ト調査を実施した結果、①鳥が一晩中鳴いてい
た。②犬が吠えたり、鳴いていたりしていた。
③犬が、地震前夜は寝ていなかったり、暴れた
りして行動が普通ではなかった。④猫は怯えて、
押入れから出なかった。⑤普段おとなしい猫が、
地震発生の数時間前に暴れだした等の回答が
あった。そのなかで、地震の2日前から犬の動
きがおかしいので、地震が来ると思い地震に備
えた人がいた、との報告がされている。

また、「地震の後」のアンケートでは、①余震
に怯える犬が多かった。②犬猫のストレスが原
因と思われる、食欲不振、下痢、嘔吐、精神不
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ル街の巣へ帰れるのか。そして、渡り鳥では、
他のグループと連絡もしないのに、時季、月日
を同じく、しかも、遠い距離の道を間違えず同
一種族が一緒に移動していることについて、気
温、風、太陽を見て、果ては星を見て移動する
等と説明がされているが、渡り鳥達にそれだけ
の天文学の知力が本当にあるのかと考えてしま
う。これらについて、本能だと一言でくくって
しまえば簡単だが、今の科学は一応、答えを出
しているように考えられるけれど、十分に説明
出来ないことが多くあり、先ほどの「大霊の声
で、高いところに巣を作りなさい。一緒にこう
しなさいと言われ、動物達が素直にそれに従い
行動する」と解釈する方が、適切な回答になる
のではないかと思われる。

幾つかの事例を挙げてみたが、動物達は生
活の中で生死が日常にあるため、火事、地震、
また敵の攻撃を未然に防ぐためのある種の能力
を必要とし、そして家族、種族の下へ帰り、子
孫、種を増やしていく行為に必要とする、人間
から見たならば超能力と言われるものを普通に
持っているが、その能力は人間が進化過程で遠
い昔に忘れてしまっているものなのであろう。

次に、地震についての動物予知を含めた宏
観異常現象についてみると、地震国である我が
国は、地震の研究及び観測を実施しているが、
冒頭に述べたように未だ地震の予知はされてい
ない。

だが昔から、「地震の発生する前に、ネズミ
が居なくなった」「不思議なほど、魚が大量に獲
れた」「井戸の水が枯れた」「天空に、異変が見
られた」等の地震予知と思える伝承があり、こ
れらは枚挙に遑が無い。

そこで、宏観異常現象といえるものは地震の
予知としてはたして可能か、どうかについて、
予知現象とされている現象をいくつか挙げてみ
てみたが、特に動物の予知についていくつか調
査したものを報告する。

地震につい過去に発生した世界の地震発生
情報から、動物がどのように地震を感じたかに
ついてみてみると、その中で動物が地震を事前
に予知していたと思われる事柄が多いが、なぜ、
地震が発生する前に探知できたのか（動物が、
感じていたと思われる反応）、各地震例をあげ

て述べたい。地震は、一般的に地殻の上部マ
ントルのプレートにひずみが生じ地震波となり、
大地に振動を起こすと考えられているが、世界
的に地震の予知は不可能とされ、メカニズムは
まだ十分に解明されていない。

歴史的な地震発生の記録を見ると、416年7
月に奈良で発生したと日本書紀に書かれてお
り、これが史記に記載されている最初の記録と
なる。また、976年に京都中心に発生した地震
は、御所、寺社等の倒壊等被害甚大であったた
めか、天禄から貞元に年号が改元されている。
規模では、1596年近畿地方で発生した地震が、
4万5千人以上の死者、伏見城天守閣、方広寺
大仏殿の倒壊をおこしている。この様に、地震
は大地が揺れる、損壊があるのはさることなが
ら、多くの死者も伴うため、昔から恐れられて
いる災害のため、地震予知について、日本だけ
でなく、外国においても、いろいろな角度から
研究されているところである。次に、地震予知
を証明するといわれるものについて、各々研究
されているところであるが、岡山理科大学弘原
海（わだつみ）教授は、地震前の犬が鳴く、猫
が騒ぐ、月の色、又、雲が異常等の宏観異常
現象の調査研究を進めていき、地震前の動物の
異常行動等を地震予知として活用すべきである
と提言している。

主な宏観異常現象からの予知
①地震雲観測による予知：地下岩盤の圧電現
象により、大気に高電圧がかかり、地磁気の中
を帯電した水蒸気が風により、収縮する方向に
集まり、上下に発散収縮の力が加わり、これが
大気層の水蒸気を特異な形の雲にして、地震雲
になるといわれている。そして、この地震雲を
観測することにより、地震の発生日と地域を予
測できるとされる。②ラドン検出による予知：
岐阜大学では、観測システムによりラドンの検
出調査をしている。放射線医学総合研究所石
川徹夫博士は、1995年の兵庫県南部地震前（以
下、「阪神大震災」という）に、大気中のラドン
濃度に大きな変化が見られたことから、今後、
ラドンを測定することにより地震予知へ活用す
ることが可能として研究をしている。③FM電
波の異常により予測する：上空の電離層に異常
が起こり、FM電波の到達距離が異なることを
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ンの色調として見え、しかし、その見える視力
等はかなり幅があるのではないかと思われる。

例えば、猫、トラ等の視力は0.2程度である
が動体視力には優れていると言われており、ま
た夜行性だけに夜間の物体を見分ける能力は人
間よりは優れていることから、可視光線の見え
る範囲は分かっている（波長380～750nm）以
上に見ることのできる能力が広く、そのため人
間には見えない霊魂等（霊魂の波長は不明）が
見えるため、カラス、犬、猫等の動物が異常な
鳴き声を挙げたり、行動をしたりするときに人
が死ぬと言われるのではないかと推定する。

ただ、この見えるという能力も人を含めた動
物が狩をし、生きていく上に必用とする能力で
あり、動物からすれば通常の能力であって、人
間だけが太古には持っていた能力が退化したた
め分からない、見えないというだけと思われる
のではないかと考える。

心霊家の某氏が以前話されたことだが、ア
リ、蜂、鳥等、巣作りの時には例年より高いと
ころに巣作りをすることがあるが、その年は必
ず大雨などが降ることが多いのだが、それは人
間の我々には分からないが昆虫、鳥などには「ど
こからともなく、大霊の声で、高いところに巣
を作りなさい」と教えられるため、巣が水没す
ることなく、又、低いところの巣作りの年では
地震などが多いと話されていた。

猫は、古来より人の心を読むためか（テレパ
シーによると思われる）主人が何kmも離れてい
ても、その場所が分かっていると言われている。
また、夜行性なので独自の世界を持つような印
象を与えていて、江戸中期の「和漢三才図絵」
では、10歳以上の長寿の猫の尾が2股に裂け
た猫股の怪猫となって、化けて災いをなし、暗
がりで火花を発したり、油をなめるなどの妖を
なすと説明されている。さらに、葬式で死体を
奪ったり、死体を躍らせたり、犬、人を食った
りすると、林羅山の「つれずれ草野槌」に書か
れている。

｢甲子夜話｣では、高木伯仙という医師がいて、
ある夜、枕元で音がするので目を覚ますと、飼
い猫が首に手ぬぐいを下げ、立ち上がり、踊っ
ているので刀で斬ろうとすると逃げたと言う。

これらの話が芝居にもなったりして、有名に
なったので、以来、猫の飼い主は猫股にならな

いように尾を切ったり、子猫が生まれ尾が長い
のが居たら、それを捨て、短い尾の猫だけを育
てたので、和猫といわれる短い尾の猫が種類と
して位置づけられるようになったようだ。他に、
三毛猫の雄は、船乗りが船の守り神として特に
大切にしているが、これは、三毛猫に、ある種
の船災害の予知能力があり船を守るためかもし
れない。

ネズミでは、予知能力があるからか家が火事
になる前には、ネズミが居なくなり、後で「そう
だったのか」と言われている。以前ある霊能者
の方から、「夜中に、鴨居を走るネズミを見て
いたら、途中、ふっと居なくなり、別の鴨居の
場所を走っていた」と聞いたことがあった。こ
れはテレポテーションかと思われるが、いずれ
にしても人間からみれば動物達は皆不思議な能
力を持っていると思われている。

飼い犬、猫が飼い主の所へ戻ることについて
だが、何キロも離れた飼い主のもとへ、何日も、
何年もかかって、帰ってくる例が数多く報告さ
れている。これについての話は、国内、外国を
問わず多くあり、心情的にはいとおしく、うれ
しい事例だが、帰ってくる理由は、飼い主との
テレパシー、臭い、体内磁石でなどと、こじつ
けて科学的っぽく説明されているが答え的には
不明である。犬、猫の帰巣本能では、飼い主と
のテレパシーと考えられ、ニューサイエンティ
ストでは、動物が一種のマイクロ波により、交
信するとしたテレパシーを使うとの説が掲載さ
れている。

テレパシーについて、「人の思考を犬が受け
行動するのは、犬と（猫も同様だが）人間との共
有の感受性のようなものが働いている。」とアメ
リカのギルバート博士は述べている。また、ソ
連のドワーロフ博士は、テレパシーは脳から出
る電磁波であると述べている。鮭が、誕生した
川へ回帰すると言うことについてだが、現在の
説明として生まれた川に帰るのは「川の臭いで」
と言われていているが、多くの川の水が流入し
て混ぜられた海水の中から、どうしてその川の
水だけを選別できるのか。そして、鳩は磁気を
感じる細胞の能力が高く磁気を感じて、又、紫
外線を見て、地形を認識して巣に帰る等と言わ
れるが、なぜ磁気をも狂わせる電磁波の多いビ
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はじめに
2011年3月11日の東日本大震災から、早いも

ので9年が過ぎている。震災の記憶は、人々か
ら表面的には薄らいできているが、その痛み、
恐れは深く心に刻み込まれ、忘れることはでき
ない。地震の恐怖は、昔から怖れられていると
おり、地震・雷・火事・親父と伝えられるよう
に消えることはないと言える。

その恐怖感からか、また大震災が近いうちに
発生するのを知っているためなのか分からない
のか、NHKでは何回にもわたり地震災害の特
番を打っていた。なお、注目されている東海・
東南海・南海地震は、想定東海地震と東南海
地震、南海地震が同時発生するという南海トラ
フにおける連動型巨大地震のことをいう。南海
トラフでは、過去に100～150年程度の間隔で
巨大地震が繰り返されているから、時間的にみ
ればいつ発生してもおかしくない状態と言える。

地震国である日本は、地震は常に発生してい
ているだけでなく、いつ大きな地震が発生する
かもしれないことから、東京大学を中心に地震
予知研究に力を注いでいるが、いまだ何十年先
には発生する可能性があるとかの、現実とは乖
離した報告しかない。

地震予知と言えば、人々が避難する必要から
1週間、3日位前までには通知されるのが予知と
も思えるが、海洋プレートの状況にこだわるた
めか、多くの予算、年数をかけて調査はしてい
ても、今後も予知はできないのではないかと思
われる。

宏観異常現象
まず、動物のその特異な能力についてみると、

数多く挙げることが出来るが、その幾つかを述
べてみると、宏観異常現象からの地震予知とし
て、古来より地震の前にうなぎが暴れる、犬猫
が異常行動をしたあと地震が起こったとする現
象についてだが、その地震予知については多く
の説が有る。その説の一つは、地下岩盤を構
成する花崗岩等に圧力がかかり地震が起き、そ
の時の圧電効果により電気エネルギーを発生さ
せ、地表であれば地表に電流が流れ、他の魚
類より電位を感じる能力の高いうなぎ、ワニ等
が反応し、地上においては電磁波を生じること
で、カラス、ハトなどの感磁能力の高い鳥類、
犬猫等がその異常を感じ取ることにより地震を
予知していると考えられている。

ただ、これは人間から見た場合、予知してい
ると解釈をすることになるが、動物達からは、
ただ普通に持っている能力で感じているだけ
で、感じなければ生存していけないという当然
の能力であると解釈できる。

その能力について、科学的に研究している組
織もあるが、今日においても国内の地震学者は
国内外を問わず動物の地震予知については懐疑
的であり、この分野における研究は進んでいな
いのが現状である。

次に、カラスが屋根で鳴くとその家の人が亡
くなるなど、人の死を予知すると言われている、
人間の死の事前感知についての検証であるが、
本来動物は夜行性であるから、我々人間が太陽
下で見えるカラーの世界（400～800nmの範囲
の可視光線）は必要なく、夜間の色のモノトー

地震の動物予知地震の動物予知
三好　一郎


